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明日への提言
　

結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ど
ん

な
形
で
あ
れ
情
報
発
信
で
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
年
は
昭
和
37
年
。
当

時
、
日
本
で
は
高
度
経
済
成
長
期
で
、

戦
後
め
ざ
ま
し
い
復
興
期
後
の
近
代
化

が
あ
ち
こ
ち
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
戦

争
を
知
ら
な
い
子
」
で
す
。
家
で
は
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
蛍
光
灯
と
い
う
明
る

い
照
明
が
装
備
、
蛇
口
を
捻
れ
ば
安
全

な
水
が
供
給
さ
れ
、
冷
蔵
庫
に
は
美
味

し
い
サ
イ
ダ
ー
が
冷
や
さ
れ
て
い
て
何

不
自
由
な
く
保
障
さ
れ
た
環
境
で
育
ち

ま
し
た
。
父
が
車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
勤

め
て
い
て
そ
の
事
務
所
に
は
す
で
に
電

話
が
あ
り
、
隣
接
す
る
私
の
家
は
そ
の

会
社
の
借
り
上
げ
社
宅
で
し
た
の
で
、

よ
く
遊
び
に
行
っ
て
は
石
油
ス
ト
ー
ブ

で
暖
を
と
っ
て
事
務
所
の
人
達
か
ら
お

菓
子
類
を
い
た
だ
き
、
気
ま
ま
で
自
由

奔
放
な
毎
日
の
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
父
が
イ
ン
テ
リ
ア

業
界
に
転
身
、
時
代
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
最
中
、
世
間
は
物
不
足
に
喘
ぎ
な
が

ら
も
こ
ぞ
っ
て
開
発
団
地
に
住
宅
が
建

て
ら
れ
、
都
市
部
で
は
ビ
ル
が
タ
ケ
ノ

コ
の
よ
う
に
林
立
、
空
前
の
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
。
現
在
自
社
の
仕
事
の
基
礎
に
な

っ
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

　

こ
の
頃
、
人
々
は
多
く
の
物
質
に
囲

ま
れ
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
数
十
年
、
公
よ

り
個
人
が
尊
重
さ
れ
、
モ
ノ
か
ら
コ
ト

の
シ
フ
ト
に
。
言
い
換
え
る
と
納
品
施

工
代
金
プ
ラ
ス
付
加
価
値
が
最
終
合
計

金
額
と
な
り
、
よ
り
価
格
決
定
が
シ
ビ

ア
で
す
。
し
か
し
、
逆
手
に
考
え
る
と

付
加
価
値
は
無
限
大
で
あ
り
住
空
間
の

最
前
線
に
い
る
私
達
は
ま
だ
ま
だ
伸
び

代
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
の
台
所
事

情
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
も
の
の
可
能

性
と
市
場
は
無
尽
蔵
に
あ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
資
材
代
、
流
通
経
費
人
件
費

が
短
期
間
で
２
割
も
高
騰
し
、
併
せ
て

世
界
情
勢
不
安
と
い
う
三
重
苦
の
真
っ

只
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
デ
ジ
タ

ル
イ
ン
フ
ラ
が
強
力
な
味
方
に
つ
い
た

今
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
武
器
に
新
た
な
る

販
路
と
舞
台
が
用
意
さ
れ
た
の
は
皆
様

も
周
知
の
通
り
で
す
。

　

ニ
ー
ズ
を
ご
自
身
で
作
り
、
手
作
り

感
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
現

に
手
前
味
噌
で
す
が
、
福
島
組
合
は
入

局
間
も
な
い
事
務
局
員
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
員
獲
得

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
一
歩
を

踏
み
出
し
や
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。
多
少
の
擦
り
傷
は
承
知

の
上
で
楽
し
み
な
が
ら
行
動
し
ま
せ
ん

か
。

福
島
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
名
畑
昭
一

　

内
装
仕
上
業
を
営
む
経

営
者
に
と
っ
て
、
自
社
の

事
業
規
模
が
商
圏
エ
リ
ア

の
中
で
ど
う
い
っ
た
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
は
気

に
な
る
と
こ
ろ
。
小
さ
け

れ
ば
ま
だ
ま
だ
事
業
拡
大

の
余
地
は
あ
る
し
、
大
き

け
れ
ば
質
を
高
め
る
、
あ

る
い
は
別
事
業
へ
の
取
り

組
み
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
の
「
数
字
か
ら
み

る
日
装
連
」
で
は
、
そ
の

た
め
の
判
断
材
料
の
一
つ

と
し
て
、
都
道
府
県
別
の

内
装
仕
上
業
の
平
均
売
上

を
推
計
し
て
み
た
い
。

　

推
計
は
国
交
省
が
公
表

（
３
月
31
日
発
表
）
す
る

「
建
設
工
事
施
工
統
計
調

査
報
告
」（
令
和
２
年
度

実
績
）
を
基
に
行
う
。

　

同
報
告
書
に
は
建
設
工

事
完
成
工
事
高
が
元
請
・

下
請
別
、
公
共
・
民
間
工

事
別
、
新
設
・
修
繕
工
事

別
、
都
道
府
県
別
、
そ
し

主 な ニ ュ ー ス

て
専
門
工
事
業
別
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
項
目
で
算
出
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
発
注
者
か

ら
支
払
わ
れ
る
工
事
金
額

で
あ
る
元
請
完
成
工
事
高

を
活
用
す
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
建
設
工
事
全
体
の
元

請
完
成
工
事
高
は
75
兆
６

５
８
９
億
１
６
０
０
万
円

で
、
そ
の
う
ち
「
内
装
工

事
業
」
の
「
元
請
完
成
工

事
高
」
は
、
全
国
で
１
兆

２
９
７
６
億
７
９
０
０
万

円
で
あ
る
。

　

次
に
都
道
府
県
別
で
は

ど
う
か
。「
内
装
工
事
業
」と

し
て
は
都
道
府
県
別
の
数

都
道
府
県
別

内
装
仕
上
業
の
平
均
売
上
高
と
は
？

数
字
で
み
る
日
装
連

シ
リ
ー
ズ

値
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い

が
、建
設
工
事
全
体
で
は
公

表
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
建

設
工
事
高
の
都
道
府
県
別

比
率
を
割
り
出
し
て
い
き
、

そ
の
比
率
を「
内
装
工
事

業
」全
体
の
数
値
に
掛
け
て

い
く
。そ
れ
が
表
１
の「
内

装
工
事
元
請
完
成
工
事
高
」

（
都
道
府
県
別
）で
あ
る
。

　

こ
の
数
値
に
、
前
回
推

計
し
た
都
道
府
県
別
の
建

設
業
許
可
業
者
数
（
内
装

仕
上
業
）
を
割
っ
て
算
出

し
た
の
が
「
平
均
元
請
完

成
工
事
高
」、
つ
ま
り
都

道
府
県
別
の
内
装
仕
上
業

の
平
均
売
上
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
デ
ー

タ
に
含
ま
れ
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
数
値
も
あ
る
た
め
あ

く
ま
で
推
計
数
値
と
し
て

捉
え
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
こ
う
し
て
み
る
と
東

京
や
大
阪
が
突
出
し
て
大

き
い
も
の
の
、
そ
の
他
の

地
域
は
そ
れ
ほ
ど
の
格
差

は
な
い
の
が
分
か
る
。

　

建
設
工
事
が
多
け
れ
ば

業
者
数
も
多
く
競
合
は
激

し
く
な
り
、
そ
の
反
面
で

建
設
工
事
が
少
な
け
れ
ば

業
者
数
は
淘
汰
さ
れ
競
合

関
係
も
落
ち
着
い
て
い

く
。
東
京
、
大
阪
以
外
の

数
値
が
内
装
仕
上
業
の
適

正
規
模
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

令和2年度　建設業許可業者元請完成工事高
 元請完成工事高総数　75,658,916

内装工事業元請完成工事高　1,297,679

都道府県別    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

元請完成工事高 内装工事業の
元請完成工事高

建設業許可
（内装仕上工事）

業者数

内装仕上業の
平均元請完成
工事高

 北海道 2,702,182 3.57 46,327 3,298 14
 青　 森 475,475 0.63 8,175 945 9
 岩　 手 575,361 0.76 9,862 718 14
 宮　 城 1,217,133 1.61 20,893 1,435 15
 秋　 田 404,945 0.54 7,007 644 11
 山　 形 500,423 0.66 8,565 782 11
 福　 島 817,338 1.08 14,015 1,518 9
 茨　 城 891,466 1.18 15,313 2,023 8
 栃　 木 675,825 0.89 11,549 1,244 9
 群　 馬 922,423 1.22 15,832 1,258 13
 埼　 玉 1,936,115 2.56 33,221 3,983 8
 千　 葉 1,378,132 1.82 23,618 3,129 8
 東　 京 25,374,890 33.54 435,242 7,322 59
 神奈川 2,797,773 3.7 48,014 4,728 10
 新　 潟 1,356,225 1.79 23,228 1,651 14
 富　 山 676,392 0.89 11,549 859 13
 石　 川 599,199 0.79 10,252 920 11
 福　 井 570,524 0.75 9,733 662 15
 山　 梨 299,409 0.4 5,191 595 9
 長　 野 1,020,964 1.35 17,519 1,288 14
 岐　 阜 949,219 1.25 16,221 1,464 11
 静　 岡 1,437,252 1.9 24,656 2,313 11
 愛　 知 3,439,249 4.55 59,044 4,477 13
 三　 重 580,705 0.77 9,992 1,234 8
 滋　 賀 423,985 0.56 7,267 915 8
 京　 都 798,459 1.06 13,755 1,914 7
 大　 阪 9,496,534 12.55 162,859 6,544 25
 兵　 庫 1,662,906 2.2 28,549 3,249 9
 奈　 良 336,421 0.44 5,710 814 7
 和歌山 421,036 0.56 7,267 770 9
 鳥　 取 248,811 0.33 4,282 353 12
 島　 根 332,851 0.44 5,710 464 12
 岡　 山 754,081 1 12,977 1,199 11
 広　 島 1,250,534 1.65 21,412 1,987 11
 山　 口 585,566 0.77 9,992 981 10
 徳　 島 263,158 0.35 4,542 527 9
 香　 川 552,203 0.73 9,473 675 14
 愛　 媛 554,794 0.73 9,473 952 10
 高　 知 270,150 0.36 4,672 499 9
 福　 岡 2,177,931 2.88 37,373 3,529 11
 佐　 賀 408,004 0.54 7,007 533 13
 長　 崎 470,432 0.62 8,046 831 10
 熊　 本 779,972 1.03 13,366 1,131 12
 大　 分 418,479 0.55 7,137 765 9
 宮　 崎 470,385 0.62 8,046 732 11
 鹿児島 641,404 0.85 11,030 947 12
 沖　 縄 742,203 0.98 12,717 833 15

ま
ず
は
一
歩
を
踏
み
出
す
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日
装
連
会
議
録

常
任
理
事
会　

	

４
月
28
日
開
催

第
56
回
通
常
総
会

リ
ア
ル
開
催
に
向
け
て
運
営
方
針
を
審
議

日
Ｉ
Ｄ・教
育
資
格
委
員
会　

	

４
月
8
日
開
催

今
年
度
の
Ｉ
Ｄ
試
験
は
中
止

社
内
検
定
認
定
は
今
年
度
中
目
指
す

　

日
装
連
は
、
４
月
28
日

13
時
半
よ
り
、
常
任
理
事

会
を
開
催
し
た
。

　

小
坂
田
理
事
長
よ
り
、

国
内
外
の
情
勢
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ

に
お
い
て
も
ま
だ
ま
だ
予

断
を
許
す
こ
と
が
出
来
ず

安
心
で
き
な
い
状
況
の
中

で
、
新
年
度
最
初
の
常
任

理
事
会
を
新
事
務
所
に
て

開
催
で
き
た
こ
と
、
通
常

総
会
が
リ
ア
ル
に
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
挨
拶
を
い
た
だ
き

開
会
と
な
っ
た
。

報
告
事
項

4
月
27
日
時
点
で
の
各
種

ラ
ベ
ル
の
状
況
と
２
０
２

１
年
度
の
ラ
ベ
ル
状
況
に

つ
い
て

　

２
０
２
１
年
度
の
ラ
ベ

ル
発
行
状
況
は
、
防
炎
ラ

ベ
ル
が
２
４
１
４（
千
）枚

で
前
年
比
99
・
１
％
、
敷

物
ラ
ベ
ル
が
２
４
８（
千
）

枚
で
同
１
０
８
・
８
％
、

壁
装
ラ
ベ
ル
が
１
４
９
３

（
千
）枚
で
同
91
・
２
％
、

全
体
で
４
１
５
５（
千
）枚

で
同
96
・
６
％
で
あ
っ
た
。 　

ま
た
４
月
27
日
時
点
で

の
防
炎
ラ
ベ
ル
は
２
６
９

（
千
）枚
、
敷
物
ラ
ベ
ル
は

32（
千
）枚
、
壁
装
ラ
ベ
ル

は
１
１
５（
千
）枚
で
、
全

体
と
し
て
３
８
０（
千
）枚

で
９
・
１
％
の
進
捗
で
あ

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

委
員
会
報
告

●
総
務
委
員
会
＝
事
務
局

よ
り
４
月
27
日
開
催
の
総

務
委
員
会
が
リ
ア
ル
で
行

わ
れ
、
２
０
２
１
年
度
収

支
決
算（
案
）・
２
０
２
２

年
度
収
支
予
算（
案
）の
承

認
と
、
総
務
委
員
会
、
防

炎
・
施
工
管
理
委
員
会
、

情
報
・
流
通
委
員
会
、
日

Ｉ
Ｄ
・
教
育
資
格
委
員
会

及
び
青
年
部
・
次
世
代
委

員
会
の
事
業
報
告（
案
）と

事
業
計
画（
案
）の
承
認
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

関
山
副
理
事
長
よ
り
技

能
検
定
実
施
状
況
の
説
明

が
あ
り
、
各
県
で
の
職
業

能
力
開
発
協
会
と
の
か
か

わ
り
に
お
い
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
た
め
、
今
後
日
装

連
と
し
て
改
め
て
質
問
形

式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
全
国
統
一
し
た
技
能

検
定
を
目
指
す
こ
と
の
承

認
を
得
た
。

●
情
報
・
流
通
委
員
会
＝

事
務
局
よ
り
資
料
に
基
づ

き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
レ
ン

タ
ル
サ
ー
バ
ー
他
の
説
明

が
あ
り
、
現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
進
行
状
況
を
大

和
田
事
務
局
員
よ
り
モ
ニ

タ
ー
に
て
説
明
が
あ
り
、

今
後
調
整
を
行
い
な
が

ら
、
５
月
の
情
報
・
流
通

委
員
会
で
最
終
決
定
予
定

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

鈴
木
担
当
副
理
事
長
よ

り
、
今
流
行
っ
て
い
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
い
か
に
対

応
す
る
か
、
次
回
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

●
日
Ｉ
Ｄ
・
教
育
資
格
委

員
会
＝
山
崎
顧
問
よ
り
４

月
８
日
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
（
リ
ア
ル
４
名
、
リ

モ
ー
ト
７
名
出
席
）
で
開

催
し
た
委
員
会
の
報
告
が

あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
状
況
の

た
め
、
日
装
連
認
定
の
日

Ｉ
Ｄ
試
験
は
来
年
度
に
向

け
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
認
定
資
格

を
何
と
か
今
年
度
中
に
認

定
を
得
て
、
来
年
度
に
は

日
装
連
認
定
と
厚
生
労
働

省
大
臣
認
定
の
二
つ
が
同

じ
試
験
内
容
で
同
時
進
行

出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
委
員

会
の
承
認
を
得
た
と
の
報

告
を
頂
い
た
。

●
青
年
部
・
次
世
代
委
員

会
＝
大
和
田
事
務
局
員
よ

り
広
島
組
合
出
前
授
業
の

動
画
編
集
進
捗
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。
現
在
広

島
の
高
校
へ
の
個
人
情
報

や
顔
出
し
の
確
認
中
で
、

連
休
明
け
に
は
返
答
を
頂

け
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の

際
に
椎
津
副
理
事
長
と

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
青
年

部
・
次
世
代
委
員
会
へ
の

審
議
事
項
と
す
る
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

椎
津
副
理
事
長
よ
り
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開

催
し
、
あ
る
程
度
案
を
作

成
し
て
か
ら
そ
れ
を
見
せ

る
形
に
持
っ
て
い
き
た
い

と
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
説
明
会
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
３
月
に
開

催
さ
れ
た
税
理
士
の
望
月

氏
よ
る
事
務
局
員
に
対
し

て
の
説
明
会
の
内
容
が
資

料
に
基
づ
き
説
明
さ
れ

た
。
こ
の
説
明
会
は
、
中

央
会
よ
り
年
度
２
回
（
２

時
間
程
度
）
講
師
を
無
償

で
派
遣
さ
れ
る
助
成
制
度

を
活
用
し
た
も
の
で
、
２

０
２
２
年
度
に
こ
の
助
成

制
度
を
ど
の
よ
う
な
形
で

利
用
す
る
か
審
議
し
、
次

回
常
任
理
事
会
に
て
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

防
炎
表
示
者
登
録
番
号
の

申
請
方
法
に
つ
い
て

　
（
公
財
）日
本
防
炎
協
会

よ
り
防
炎
表
示
者
を
新
規

に
登
録
番
号
を
申
請
す
る

場
合
や
更
新
さ
れ
る
場

合
、
日
本
防
炎
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
、
各
種
申
請
の
手
順

方
法
の
フ
ロ
ー
が
説
明
さ

れ
各
単
組
に
発
信
す
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。

防
炎
業
務
委
託
費
下
期
内

訳
と
年
間
合
計
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
資
料
に
基

づ
き
（
公
財
）日
本
防
炎

協
会
よ
り
２
０
２
１
年
度

下
期
内
訳
と
、
年
間
合
計

が
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。

防
火
・
防
災
管
理
者
講
習

の
受
講
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
新
事
務
所

入
居
規
定
に
よ
り
、
１
事

業
所
に
対
し
１
名
以
上
の

防
火
・
防
災
管
理
者
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

な
っ
て
お
り
、５
月
９
日
・

10
日
に
事
務
局
長
の
松
田

が
受
講
と
の
報
告
が
あ
り

承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他

　

５
月
24
日
開
催
の
第
２

１
９
回
理
事
会
開
催
が
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な

る
報
告
が
あ
っ
た
が
、
最

終
的
に
は
再
確
認
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

審
議
事
項

２
０
２
１
年
度
決
算
報
告

（
案
）に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
「
財
産
目

録
」「
貸
借
対
照
表
」「
損
益

計
算
」
に
基
づ
き
報
告
が

あ
り
、
２
０
２
１
年
度
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。 

各
委
員
会
報
告（
案
）と
事

業
計
画（
案
）

　

総
務
委
員
会
、
防
炎
・

施
工
管
理
委
員
会
、
日
Ｉ

Ｄ
・
教
育
資
格
委
員
会
、

情
報
・
流
通
委
員
会
、
青

年
部
・
次
世
代
委
員
会
の

事
業
報
告（
案
）と
事
業
計

画（
案
）に
つ
い
て
審
議
を

行
い
承
認
さ
れ
た
。

第
56
回
通
常
総
会
に
つ
い

て
　

事
務
局
の
資
料
（
過
去

通
常
総
会
懇
親
会
資
料
）

に
基
づ
き
、
第
56
回
通
常

総
会
の
進
行
表
と
各
役
割

分
担
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
開
会
の
辞
、
議
長
、

閉
会
の
辞
に
副
理
事
長
が

割
り
当
て
ら
れ
承
認
さ
れ

た
。 

そ
の
他
、
懇
親
会

に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
及
び
配
膳
方

法
の
審
議
が
あ
り
改
め
て

報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
２
０
２
２
・
２
０

２
３
年
度
日
装
連
理
事
・

監
事
名
簿
・
委
員
会
名
簿
・

日
装
連
役
員
退
任
表
・
新

理
事
選
考
委
員
会
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
資
料
に

基
づ
き
報
告
が
あ
り
承
認

さ
れ
た
。◆

　

最
後
に
小
坂
田
理
事
長

よ
り
、
今
回
の
常
任
理
事

会
は
議
題
が
多
く
長
時
間

の
会
議
と
な
り
、
参
加
者

へ
の
労
い
を
い
た
だ
き
終

了
し
た
。

　

次
回
の
常
任
理
事
会
は

５
月
24
日（
火
）12
時
よ
り

開
催
す
る
。

【
出
席
者
】

　

小
坂
田
達
朗（
理
事
長
・

大
阪
）、
関
山
豊
光
（
副

理
事
長
・
福
岡
）、
宮
本

外
次（
副
理
事
長
・
石
川
）、

鈴
木
英
治
（
副
理
事
長
・

愛
知
）、
椎
津
雅
夫
（
副

理
事
長
・
東
京
）、
山
崎

正
通
（
顧
問
・
日
装
連
）、

松
田
正
（
事
務
局
長
・
日

装
連
）、大
和
田
謙
介
（
事

務
局
・
日
装
連
）

　

日
装
連
は
、
４
月
８
日

13
時
半
よ
り
、
日
Ｉ
Ｄ
・

教
育
資
格
委
員
会
を
日
装

連
会
議
室
に
お
い
て
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催

し
た
。

　

最
初
に
同
委
員
会
に
長

く
携
わ
ら
れ
大
い
な
る
貢

献
を
し
て
頂
き
、
昨
年
９

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
久
保

田
副
理
事
長
へ
黙
祷
を
さ

さ
げ
た
。

　

久
保
田
副
理
事
長
の
代

わ
り
に
小
坂
田
理
事
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
ま
た
委

員
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

全
体
委
員
会
で
あ
る
の
で

出
席
者
全
員
か
ら
近
況
報

告
が
行
わ
れ
た
後
、
小
林

委
員
長
と
回
線
が
つ
な
が

り
委
員
長
か
ら
も
挨
拶
が

行
わ
れ
て
開
会
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
日
Ｉ
Ｄ
の
資

格
、
試
験
の
実
施
、
及
び

そ
の
歩
み
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
、
今
年
度

の
日
装
連
認
定
の
「
イ
ン

テ
リ
ア
デ
コ
レ
ー
タ
ー
資

格
試
験
」（
以
下
Ｉ
Ｄ
試

験
）
の
開
催
に
つ
い
て
の

意
見
を
委
員
全
員
に
求

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状

態
が
収
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
、
試
験
を
行
う
に
際
し

て
の
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度

の
試
験
に
つ
い
て
は
行
わ

な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

続
い
て
事
務
局
よ
り
日

装
連
認
定
の「
Ｉ
Ｄ
試
験
」

を
、
厚
生
労
働
大
臣
認
定

の
資
格
に
格
上
げ
す
る

「
社
内
検
定
認
定
」
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
の
説
明

が
行
わ
れ
、
約
１
年
半
を

か
け
て
現
在
実
技
試
験
の

採
点
基
準
に
取
り
掛
か
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
社
内
検
定
認
定
に
つ

い
て
は
、
明
確
な
る
見
通

し
は
付
け
ら
れ
な
い
が
、

何
と
か
今
年
度
中
の
認
定

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

日
Ｉ
Ｄ
資
格
の
更
新
講
習

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　

２
０
２
２
年
度
の
研
修

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
案
が

示
さ
れ
、
従
来
の
６
つ
の

テ
ー
マ
に
加
え
、
日
リ
協

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
３

つ
に
つ
い
て
は
、
各
委
員

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

２
０
２
２
年
度
化
粧
フ
ィ

ル
ム
工
事
作
業
の
技
能
検

定
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
３
月
３
日

に
開
か
れ
た
メ
ー
カ
ー
５

社
の
決
定
を
受
け
て
、
各

メ
ー
カ
ー
が
値
上
げ
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の

試
験
に
使
わ
れ
る
化
粧
フ

ィ
ル
ム
に
つ
い
て
は
昨
年

度
と
価
格
を
変
え
な
い
こ

と
、
メ
ー
カ
ー
の
注
文
担

当
窓
口
の
名
前
の
紹
介
、

化
粧
フ
ィ
ル
ム
工
事
作
業

の
国
家
資
格
試
験
の
実
技

架
台
等
が
値
上
さ
れ
る
こ

と
、
が
報
告
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。

技
能
五
輪
に
内
装
仕
上
げ

職
種
を
加
え
る
た
め
の
、

技
能
競
技
大
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
昨
年
の
12

月
に
日
装
連
、
日
技
連
、

全
表
連
の
３
団
体
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
技
能
競
技
大

会
に
お
け
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
緯
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
技
能
五
輪
の

種
目
の
中
に
内
装
工
事
業

が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
を

憂
え
た
日
技
連
の
飯
島
会

長
よ
り
提
案
を
受
け
て
開

催
し
た
も
の
で
あ
り
、
３

団
体
の
協
力
も
あ
り
す
べ

て
順
調
に
競
技
大
会
は
終

了
し
た
の
で
、
あ
と
は
厚

労
省
の
判
断
を
待
つ
だ
け

に
な
っ
て
い
る
。

　

も
し
技
能
五
輪
に
選
ば

れ
た
ら
、
３
団
体
協
力
し

て
技
能
五
輪
に
臨
む
こ
と

を
承
認
し
た
。

２
０
２
１
年
度
日
Ｉ
Ｄ
・

教
育
資
格
委
員
会
の
事
業

報
告
と
事
業
計
画

　

以
上
の
討
議
に
基
づ
い

て
、
２
０
２
１
年
度
の
事

業
報
告
と
２
０
２
２
年
度

の
事
業
計
画
を
委
員
に
諮

っ
た
と
こ
ろ
全
員
異
議
な

く
、
事
業
報
告
、
事
業
計

画
共
に
承
認
さ
れ
た
。

【
出
席
者
】

■
リ
ア
ル
出
席
者

　

渡
邊
勲
（
委
員
・
北
海

道
）、
大
石
伸
二
（
委
員
・

大
阪
）
中
野
秀
喜
（
委
員
・

熊
本
）、
鎌
田
善
和
（
委

員
・
研
修
指
導
員
）、
山

﨑
正
通
（
委
員
・
顧
問
）、

酒
井
直
子
（
事
務
局
）

■
リ
モ
ー
ト
出
席
者

小
坂
田
達
朗
（
理
事
長
・

大
阪
）、
小
林
克
己
（
委

員
長
・
青
森
）、
坪
谷
敏

彦
（
委
員
・
新
潟
）、
石

田
金
作
（
委
員
・
愛
知
）、

三
島
正
治（
委
員
・
島
根
）、

織
原
弘
明
（
委
員
・
徳
島
） 　

日
装
連
は
、
５
月
６
日

13
時
半
よ
り
、
日
装
連
会

議
室
に
お
い
て
監
事
監
査

会
を
開
催
し
た
。

　

審
議
事
項
は
、
①
２
０

２
１
年
度
決
算
等
に
つ
い

て
、
②
そ
の
他
。

　

①
２
０
２
１
年
度
収
支

決
算
と
実
績
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
よ
り
「
財
産

目
録
」、「
貸
借
対
照
表
」、

「
損
益
計
算
書
」
を
４
月

～
３
月
ま
で
の
実
績
を
基

に
昨
対
比
、
予
算
比
ま
た

そ
の
背
景
を
詳
細
に
わ
た

り
資
料
を
示
し
た
。
根
拠

と
な
っ
た
帳
票
類
、
銀
行

通
帳
残
高
証
明
書
等
を
監

査
委
員
の
全
員
が
調
査
を

行
い
、
正
常
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
監
査
報
告
書

に
各
人
が
記
名
押
印
し
承

認
さ
れ
た
。

　

②
そ
の
他
で
は
、
各
地

域
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の

現
状
と
、
今
後
の
行
事
開

催
に
向
け
た
対
応
に
お
い

い
て
ど
の
よ
う
に
開
催
し

て
い
く
の
か
、
ま
た
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
翌
年
運
用

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
山
口

会
計
顧
問
の
見
解
を
共
有

し
な
が
ら
協
議
し
、
各
委

員
の
積
極
的
な
発
言
が
な

さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
審

議
事
項
す
べ
て
終
了
し
閉

会
し
た
。

【
出
席
者
】

　

細
井
太
造
（
監
事
・
京

都
）、
藤
井
武
志
（
監
事
・

香
川
）、
上
田
孝
治
（
監

事
・
栃
木
）、
中
浦
進
（
員

外
監
事
）、山
口
康
一
（
会

計
顧
問
）、
松
田
正
（
事

務
局
長
・
日
装
連
）、
酒

井
直
子
（
事
務
局
・
日
装

連
）

監
事
監
査
会　

	

5
月
６
日
開
催

２
０
２
１
年
度
決
算
を
承
認

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
応
協
議

イン
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日
装
連
は
、
４
月
27
日

13
時
半
よ
り
日
装
連
会
議

室
に
お
い
て
、
総
務
委
員

会
を
リ
ア
ル
に
て
開
催
し

た
。

　

関
山
副
理
事
長
よ
り
昨

年
の
10
月
に
リ
モ
ー
ト
形

式
で
開
催
以
来
の
委
員
会

で
、
総
会
に
向
け
て
の
決

算
報
告
、
技
能
検
定
関
連

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を

行
い
進
め
る
こ
と
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
古
野
委
員
長
か

ら
、
現
在
の
山
口
県
に
お

け
る
コ
ロ
ナ
の
状
況
説
明

が
あ
り
、
リ
ア
ル
で
開
催

さ
れ
る
こ
の
会
議
が
最
初

で
最
後
と
な
っ
て
し
ま
う

が
、
こ
の
会
議
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
に
と

の
挨
拶
を
頂
き
開
催
さ
れ

た
。

２
０
２
１
年
度
決
算
報
告

に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
「
財
産
目

録
」「
貸
借
対
照
表
」「
損
益

計
算
書
」
に
基
づ
き
報
告

が
あ
り
、
２
０
２
１
年
度

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。 

各
委
員
会
報
告（
案
）と
事

業
計
画（
案
）

　

総
務
委
員
会
、
防
炎
・

施
工
管
理
委
員
会
、
日
Ｉ

Ｄ
・
教
育
資
格
委
員
会
、

情
報
・
流
通
委
員
会
、
青

年
部
・
次
世
代
委
員
会
の

事
業
報
告（
案
）と
事
業
計

画（
案
）に
つ
い
て
審
議
を

行
い
承
認
さ
れ
た
。

「
技
能
検
定
実
施
状
況
」委

員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
福
岡
・
山

口
・
栃
木
・
富
山
・
岐
阜
・

滋
賀
・
長
崎
の
各
組
合
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。

壁
装
、
そ
の
他
に
関
す
る

技
能
検
定
実
施
の
実
施
主

体
、
材
料
の
手
配
・
材
料

の
仕
入
れ
ル
ー
ト
、
検
定

台
作
成
費
用
、
検
定
委
員

日
当
、
検
定
補
佐
委
員
日

当
な
ど
説
明
が
あ
っ
た
。

　

関
山
担
当
副
理
事
長
よ

り
日
装
連
と
し
て
技
能
検

定
を
各
単
組
で
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
か
ら
受
け

て
行
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
こ

と
、
能
力
開
発
協
会
の
認

可
団
体
で
あ
る
表
具
組
合

の
実
効
性
が
ど
こ
ま
で
主

体
と
な
っ
て
い
る
の
か

等
、
各
単
組
で
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
お
り
日
装
連
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
べ
き
か
考
察
し

た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
日
装
連
と
し
て
能

力
開
発
協
会
と
の
関
係

性
を
強
く
す
る
た
め
に

も
、
国
家
試
験
と
し
て
の

技
能
検
定
を
全
国
的
に
統

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
を
見
直
し
、
質
問
項

目
や
知
り
た
い
情
報
な
ど

を
盛
り
込
み
、
実
態
に
沿

っ
た
形
に
ま
と
め
た
内
容

を
、
再
度
総
務
委
員
会
に

掛
け
る
こ
と
と
す
る
。

　

最
後
に
関
山
担
当
副
理

事
長
、
古
野
委
員
長
よ
り

締
め
の
挨
拶
を
頂
き
終
了

し
た
。

【
出
席
者
】

　

関
山
豊
光
（
担
当
副
理

事
長
・
福
岡
）
古
野
訓
章

（
委
員
長
・
山
口
）
上
田

孝
治
（
委
員
・
栃
木
）
小

倉
孝
之
（
委
員
・
富
山
）

橋
本
賢
次
（
委
員
・
岐
阜
）

中
山
和
重
（
委
員
・
滋
賀
）

小
室
久
人
（
委
員
・
長
崎
）

松
田
正
（
事
務
局
長
・
日

装
連
）
大
和
田
謙
介
（
事

務
局
・
日
装
連
）

日
装
連
行
事

	

5
月

18
～
20
日　
【
久
留
米
】

登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習

24
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
１
９
回
理
事
会

 

6
月

10
日　

第
56
回
通
常
総

会
、
常
任
理
事
会
、
第

２
２
０
・
２
２
１
回
理

事
会
、
懇
親
会

23
～
25
日　
【
鹿
児
島
】

登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習

 

7
月

６
～
８
日　
【
北
海
道
】

登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習

13
～
15
日　
【
沖
縄
】
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹

技
能
者
講
習

14
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
２
２
回
理
事
会

27
～
29
日　
【
東
京
】
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹

技
能
者
講
習

	

8
月

２
日　

基
幹
技
能
者
試

験
・
講
習
合
同
委
員
会

	

9
月

７
～
９
日　
【
大
阪
】
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹

技
能
者
講
習

	

10
月

25
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
２
３
回
理
事
会
、
日

装
連
理
事
・
全
国
組
合

理
事
長
会

26
～
28
日　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
２

　

通
常
総
会
時
期
が
近
付

く
中
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
オ

ン
リ
ー
型
総
会
」、「
書
面

議
決
方
式
に
よ
る
役
員
改

選
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て

き
た
が
、
よ
り
一
般
的
な

対
応
が
「
委
任
状
」
を
活

用
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
「
書
面
議
決
」
と
「
委

任
状
」
の
違
い
と
は
、「
書

面
議
決
」
は
事
前
に
知
ら

さ
れ
て
い
た
議
案
に
対
し

て
賛
否
を
表
明
す
る
も
の

で
、「
書
面
議
決
書
」
を

提
出
す
る
こ
と
で
総
会
に

参
加
せ
ず
と
も
自
ら
議
決

権
が
行
使
で
き
る
も
の

だ
。

　

一
方
の
「
委
任
状
」
は
、

議
案
に
対
す
る
賛
否
（
議

決
権
）
を
代
理
人
に
委
ね

る
も
の
。
つ
ま
り
自
ら
議

決
権
を
行
使
す
る
の
で
は

な
く
、
代
理
人
の
意
思
に

委
ね
る
こ
と
に
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
、

大
多
数
の
組
合
員
が
総
会

に
参
加
で
き
な
い
と
い
う

特
殊
な
状
況
下
の
場
合

は
、
多
く
の
組
合
員
が
自

ら
の
意
思
で
議
決
権
を
行

使
で
き
る
「
書
面
議
決
」

が
有
効
だ
が
、
少
数
の
組

合
員
へ
の
対
応
で
あ
れ

ば
「
委
任
状
」
が
一
般
的

で
、
今
年
は
多
く
の
組
合

が
「
委
任
状
」
を
活
用
し

た
通
常
総
会
運
営
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
落
ち

着
い
て
い
る
と
は
い
え
コ

ロ
ナ
禍
が
続
く
現
在
、
一

定
数
以
上
の
組
合
員
が
総

会
に
参
加
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

場
合
、「
委
任
状
」
の
取

り
扱
い
に
も
細
心
の
注
意

が
必
要
と
な
る
。

中
小
企
業
等
組
合
法
で
は 

委
任
の
受
諾
は
４
名
ま
で

　

ま
ず
委
任
が
受
け
ら
れ

る
上
限
人
数
は
、
中
小
企

業
等
組
合
法
（
以
下
組
合

法
）
で
４
名
ま
で
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
一
人
の
組

合
員
（
理
事
長
含
む
）
に

４
名
以
上
の
委
任
状
が
集

ま
り
、
そ
の
ま
ま
総
会
に

臨
ん
で
し
ま
う
と
５
名
目

か
ら
は
無
効
に
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
事
前
に
調
整
が

必
要
と
な
る
。

　

ま
た
組
合
法
で
は
４
名

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
組

合
に
よ
っ
て
は
定
款
で
人

数
を
制
限
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
定
款
を
確
認
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

議
長
に
議
決
権
な
し 

議
長
へ
の
委
任
は
無
効

　

議
決
権
を
委
任
で
き
る

の
は
議
決
権
を
持
つ
組
合

員
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
議
決
権
を
有
さ
な
い
議

長
に
委
任
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
こ

と
に
「
議
長
一
任
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
総
会
の
際
の
決
め
事
の

と
き
に
掛
け
ら
れ
る
合
い

の
手
で
あ
る
。そ
れ
を「
委

任
状
」
で
や
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
た
い
。

「
白
紙
委
任
状
」
は 

理
事
長
に
代
理
権
の 

選
定
が
一
任
さ
れ
る

　
「
白
紙
委
任
状
」
と
は
、

組
合
員
が
議
決
権
を
委
任

す
る
代
理
人
を
特
定
せ
ず

に
、
白
紙
に
し
て
組
合
に

返
送
さ
れ
た
「
委
任
状
」

の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
白
紙
委
任
状
」
は
組

合
の
最
高
責
任
者
で
あ
る

理
事
長
に
議
決
権
を
一
任

し
た
と
認
識
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
が
、
組
合
法

上
で
は
理
事
長
に
「
代
理

人
の
選
任
」
を
一
任
し
た

と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
代
理
人
の
選

任
」
を
任
さ
れ
た
理
事
長

が
、
代
理
人
と
な
る
組
合

員
を
選
定
し
委
任
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

そ
の
際
に
は
、
前
述
の
通

り
委
任
は
４
名
ま
で
と
な

る
（
組
合
の
定
款
次
第
で

は
も
っ
と
少
数
に
な
る
）。 　

も
ち
ろ
ん
、
理
事
長
自

身
も
選
任
で
き
る
が
、
議

長
を
選
任
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。◆

　

以
上
の
よ
う
に
「
委
任

状
」
に
は
細
か
い
規
定
が

存
在
す
る
。
特
に
重
要
な

の
は
上
限
人
数
で
、
そ
れ

を
理
解
せ
ず
に
集
計
し
て

し
ま
う
と
、
総
会
成
立
要

件
と
な
る
過
半
数
の
出
席

に
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
え
る
。

　

十
分
に
注
意
し
て
、「
委

任
状
」
を
取
り
扱
っ
て
い

き
た
い
。

　

詳
細
は
各
都
道
府
県
の

中
小
企
業
団
体
中
央
会
に

相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
す
る
。

（総会開催通知に同封する委任状の書式例） 

年  月  日 

 

○○協同組合 

理事長 ○○ 殿 
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（法人の場合は、会社名、代表者名を記載し押印してください。） 

 

 

 

 

委 任 状 

 

 

私は         を代理人と定め、令和◯◯年◯◯月◯◯日開催の第

◯回通常総会（継続または延期を含む。）において議決権及び選挙権を行使す

る権限を委任します。 

 

 

 

 

 

日装連の
キャラクターマーク

イン
テリア・TORI・KAERU

日本室内装飾事業協同組合連合会

「
委
任
状
」の
取
り
扱
い

総
務
委
員
会
　	

4
月
27
日
開
催

各
委
員
会
の
事
業
計
画
を
承
認

技
能
検
定
の
全
国
統
一
化
を
推
進

通
常
総
会
運
営
に
つ
い
て

（総会開催通知に同封する委任状の書式例）
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
当

社
は
き
ち
ん
と
や
っ
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
お
客
様
の
捉

え
方
や
価
値
観
は
多
様
で

あ
る
と
と
も
に
、
事
前
打

合
せ
時
と
工
事
完
成
後
で

は
気
分
や
態
度
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
（
工
事
が
期
待

は
ず
れ
だ
っ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

工
事
業
者
側
が
も
っ
と

も
困
惑
す
る
の
は
、「
見

積
り
内
容
を
説
明
し
た
は

ず
な
の
に
終
わ
っ
た
後
で

違
う
こ
と
を
言
わ
れ
る
」、

「
契
約
し
た
の
に
内
容
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
な

ど
、
今
さ
ら
言
わ
れ
て
も

…
…
で
す
。
そ
の
対
応
に

は
再
施
工
や
追
加
工
事
な

ど
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、

損
害
賠
償
請
求
を
受
け
る

こ
と
も
想
定
で
き
ま
す
。

お
客
様
は
一
方
的
に
「
だ

ま
さ
れ
た
」
と
い
う
被
害

者
意
識
を
持
っ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。

　

消
費
者
庁
で
は
現
在
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
お
け

る
消
費
者
保
護
策
の
策
定

作
業
を
行
っ
て
お
り
、
特

に
訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘

に
よ
る
工
事
で
の
過
量
販

売
（
必
要
以
上
の
工
事
を

行
う
等
）
や
不
実
告
知
に

対
す
る
規
制
を
設
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

善
良
な
事
業
者
で
あ
っ
て

も
「
こ
の
工
事
は
行
っ
て

お
い
た
方
が
い
い
で
す

よ
」
と
半
ば
強
制
的
に
施

工
し
た
り
、
お
客
様
の
同

意
や
理
解
が
得
ら
れ
な
い

ま
ま
工
事
を
行
っ
た
り
、

工
事
請
負
契
約
書
の
締
結

が
な
さ
れ
な
い
な
ど
の
行

為
は
違
法
に
あ
た
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
規
制
に

お
い
て
、
事
業
者
が
正
当

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
の
要
件
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
①
施
工
前
と

完
成
時
の
写
真
を
撮
影
、

②
打
合
せ
時
（
勧
誘
時
）

の
記
録
作
成
、
③
写
真
・

記
録
の
５
年
間
保
存
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
は
す
で
に

実
行
さ
れ
て
い
る
事
業
者

も
あ
り
ま
す
が
、
施
工
前

の
み
の
撮
影
と
現
場
採
寸

メ
モ
の
み
で
終
え
て
い
る

事
業
者
が
大
半
で
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

法
令
対
応
の
た
め
、
ま

た
お
客
様
の
満
足
度
を
確

保
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は

自
社
の
品
質
向
上
の
た
め

に
、
あ
る
意
味
で
の
「
当

た
り
前
」
を
習
慣
づ
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　

こ
う
し
た
こ
と
で

組
合
員
事
業
者
さ
ん
の
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
が
活
性
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

　

日
リ
協
は
３
年
ぶ
り
に

参
集
型
の
総
会
を
開
催
し

ま
す
。
新
た
な
施
策
の
発

表
や
リ
フ
ォ
ー
ム
経
営
の

極
意
が
学
べ
る
講
演
会
も

行
い
ま
す
。

　

◇
日
時
・
６
月
１
日
㈬

15
持
～
◇
会
場
・
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

日
リ
協
コ
ラ
ム
⑰

「
当
た
り
前
の
仕
事
」で

　
　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

本部事務局移転
　日装連事務局の移転に伴い日リ協本部も移転致しま
した。なお電話・FAX番号の変更はございません。

T E L: 03 (6721) 5261
FAX: 03 (6721) 5389

日装連新事務所開設
　日装連事務局の新事
務所が、2022年4月18
日（月）に開設しました。
　お近くにお越しの際
は、ぜひお立ち寄りください。

【新住所】
〒105-0013
東京都港区浜松町2-6-2
浜松町262ビル2Ｆ
＊TEL・FAX番号の変更なし

地図はこちら

　私達が多くの時間を過ごす空間はより快
適であってほしいと漠然と思う時がある。

この快適な空間とはどのような状態のことを
言うのだろうか、改めて考えてみた。

　住宅とそれ以外の職場やスーパー、飲食店、娯楽施設など
に何か基準となるものがあるのだろうか調べてみた。

　コロナ感染症で大きく影響を受けた多くの人が利用する施設等については、
建築物環境衛生管理基準が定められていて、空気環境の調整、給水および排
水の管理、清掃、ねずみ・昆虫等の防除に関し、環境衛生上良好な状態を維
持するために必要な措置について定めている。一部、空気調和設備を設けて
いる場合の空気環境の調整に関する基準は下記の通りである。

• 浮遊粉じんの量 0.15mg/m3 以下
• 一酸化炭素の含有率 6ppm（厚生労働省令で定める特別の事情がある

建築物にあっては、厚生労働省令で定める数値）以下
• 二酸化炭素の含有率 1000ppm 以下
• 温度 １．18℃以上28℃以下
　　　 ２．居室における温度を外気の温度より低くする場合は、
　　　　　 その差を著しくしないこと。
• 相対湿度 40%以上70%以下
• 気流 0.5m/秒以下
• ホルムアルデヒドの量 0.1mg/m3 (0.08ppm)以下

　一方、主な生活の場としての居住空間においてはどうだろうか。
　住宅性能表示制度としては、以下の9つがあげられる。

１．地震などに対する強さ
２．火災に対する安全性
３．柱や土台などの耐久性
４．配管の清掃や取り替えのしやすさ
５．省エネルギー対策
６．シックハウス対策
７．窓の面積
８．遮音対策
９．高齢者等への配慮

　もちろん建築基準法に基づくシックハウス対策の内容となっている。
　しかしながら、以上のことだけが私たちが望む「快適な空間」を満すとは
思えない。少し物足りないような気がする。さらに調べていくと少し気なる
言葉が目に入った。
　1つは、快適な家の本当の必要性。

• 家の中で年間１万人以上が亡くなる『ヒートショック』
• 家の中の寒さは万病のもと
• シックハウス問題は終わっていない
• 知らずに溜まるストレスの原因
• 結露がアレルギーの原因に…
• 健康的に生活出来る家は同時に快適性も享受できる

　もう1つは、『寿命を縮める家』（直井英雄著、坊垣和明著）である。他にも
いくつかあるが、内装業者としてとりわけ考えさせられる内容である。
　私達内装仕上げに携わる者が「生活者の快適な空間」とはどうゆうものな
のか一考の価値はあると思う。特にウィズコロナ時代に求められる内装仕上
げを模索する上で、取り組まざるを得ないテーマの1つでもある。

　新シリーズ「内装屋に負けない内装仕上げ!」では、さまざまな分野の
方々にご登場いただき、住宅や職場、商業施設などに求められる「快適な空
間」のあり方を語り合っていただくコーナーとして、次号よりスタートします。
ご期待ください。

 新シリーズに向けて
情報・流通委員長　関 好文

一般社団法人日装連リフォーム推進協議会（略称：日リ協）
https://www.nichirikyo.com

TEL：0120-970-133　FAX：03-6721-5389　E-mail：info@nichir ikyo.com

事務局までお問い合わせは

新会員を募集しています!

国土交通大臣登録「住宅リフォーム事業者団体」

事務所入り口（常任理事）
＊撮影のためマスクは外しています

会議室（情報・流通委員会）
＊撮影のためマスクは外しています

内
装
屋
に
負け

ない内装仕上げ！

快適
空間
　語るを
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東
リ
は
、
ビ
ニ
ル
床
タ

イ
ル
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ

ル
の
長
所
を
兼
ね
備
え
た

新
ブ
ラ
ン
ド
Ｌ
Ｈ
Ｔ
「
タ

フ
テ
ッ
ク
タ
イ
ル
」
を
新

発
売
し
た
。
ま
た
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
「
Ｇ
Ａ

-

３

６
０
０
」
を
環
境
配
慮
型

商
品
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

新
柄
も
含
め
て
６
月
23
日

に
新
発
売
す
る
。

　
「
タ
フ
テ
ッ
ク
タ
イ
ル
」

は
、
同
社
が
令
和
版
第
３

の
床
材
と
位
置
付
け
る
戦

略
的
製
品
。
ビ
ニ
ル
床
タ

イ
ル
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ

ル
の
長
所
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
兼
ね
備
え
て
い
る
の
が

特
徴
で
、
下
地
の
不
陸
隠

蔽
性
に
優
れ
た
セ
ラ
ミ
ッ

ク
タ
イ
ル
の
よ
う
な
張
り

上
が
り
を
樹
脂
系
の
床
材

と
し
て
実
現
し
つ
つ
、
高

耐
久
の
防
汚
性
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
と
美
観
の
維
持

を
両
立
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

ス
ミ
ノ
エ
は
、
水
平
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」

に
お
い
て
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｓ 

ｉ
Ｄ

-

４
６
０
０
」、

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ｉ
Ｄ

-

４
７

０
０
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ｉ

Ｄ

-

４
８
０
０
」、「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｓ 

ｉ
Ｄ

-

４
９
０
０

Ｅ
Ｐ
」の
４
シ
リ
ー
ズ（
各

サ
ン
ゲ
ツ
は
、
隈
研
吾

氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｔ

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
（
カ
ゲ

ト
ヒ
カ
リ
）」
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
て
国
際
的
に
権
威

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
賞
「
ｉ

　

私
の
子
供
達
が
小
学
生
の
頃
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
旅
行
に
無
計
画
で

出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
に
現
地
で
は
泊
る
と
こ
ろ
も
な

く
途
方
に
暮
れ
、
仕
方
な
く
観
光
地

の
駐
車
場
で
宿
泊
す
る
は
め
に
。
翌

朝
目
覚
め
た
時
に
び
っ
く
り
、
夜
に

は
数
台
だ
っ
た
車
が
満
車
状
態
、
全

国
あ
ち
こ
ち
か
ら
宿
泊
費
の
節
約
旅

行
を
す
る
人
達
が
大
勢
い
る
こ
と
を

学
ん
だ
旅
行
で
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
は
、
こ
の
経
験
が
私

を
キ
ャ
ン
プ
へ
と
導
き
ま
し
た
。
こ
の

頃
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
特
に
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
の

設
備
が
充
実
し
、
女
性
客
増
加
で
キ
ャ

ン
プ
ブ
ー
ム
の
到
来
。
そ
れ
と
と
も
に

高
速
道
路
の
発
達
で
全
国
ど
こ
へ
で
も

車
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す

ま
す
ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
た
時
代
で

し
た
。

　

当
時
の
毎
月
数
回
の
キ
ャ
ン
プ
が
、

子
供
達
と
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
深
く
感

じ
る
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
東
京
に
住
ん
で
い
る
子
供
達

が
、
そ
の
経
験
か
ら
か
同
じ
よ
う
に
子

育
て
を
楽
し
む
キ
ャ
ン
プ
を
２
０
１
５

年
頃
か
ら
は
じ
め
、子
供
中
心
の
遊
び
、

観
光
な
ど
が
セ
ッ
ト
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
子
供
た
ち
が
成
長
す
る
に
つ
れ
都

会
の
喧
騒
を
離
れ
、
何
も
考
え
ず
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
だ
け
の
贅
沢
を
体
験
し

て
、
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
主
な
目
的

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
経
験
は
、
親
か
ら
子
供
そ
し
て

孫
へ
と
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
永
遠
に
色

褪
せ
な
い
大
切
な
も
の
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
が
世

界
中
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

制
限
条
件
を
意
識
し
な
が
ら
の
日
々
を

過
ご
し
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
大
人
も

子
供
も
心
身
と
も
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め

込
ん
で
、
発
散
や
息
抜
き
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
の
今
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
で
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
は
誰
と
も
接
す

る
こ
と
な
く
癒
し
を
求
め
る
場
所
と
し

て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
は
家
族

単
位
で
日
本
中
ど
こ
で
も
過
ご
し
な
が

ら
、
生
き
て
い
く
上
で
の
必
要
な
癒
し

の
深
呼
吸
を
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
ブ
ー
ム
で
は
な
く
カ
ル
チ
ャ

ー
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。ア
ウ
ト
ド
ア
ギ
ア
も
新
し
い
物
、

使
い
や
す
い
物
が
充
実
し
て
、
テ
ン
ト

内
外
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
こ
だ
わ
る
第
２

の
家
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
古
希
を
迎
え
る
私
事
で
す

が
、
昔
取
っ
た
杵
柄
で
キ
ャ
ン
プ
ギ
ア

を
ま
た
ボ
チ
ボ
チ
揃
え
、
全
国
あ
ち
こ

ち
を
夫
婦
で
焚
き
火
を
眺
め
て
ボ
ー
ッ

と
す
る
だ
け
の
旅
、
上
を
向
い
て
星
屑

の
凄
さ
に
『
わ
ぁ
あ
っ
』
と
声
が
漏
れ

る
静
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
想
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
福
岡
組
合
理
事
長
）

キ
ャ
ン
プ
世
代

福
岡
組
合
理
事
長　

村
上
浩
二

談話
室

隈
研
吾
氏
と
の
コ
ラ
ボ
ブ
ラ
ン
ド「
カ
ゲ
ト
ヒ
カ
リ
」

｢

ｉ
Ｆ 

デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド 

２
０
２
２
」
受
賞

プ
リ
ー
ツ
ス
ク
リ
ー
ン「
ペ
ル
レ 

ダ
ブ
ル
」

ハ
ニ
カ
ム
ス
ク
リ
ー
ン「
ブ
レ
ア 

ぺ
ア
」発
売

第3の床材「タフテックタイル」新発売
「GA-3600」は環境配慮型商品に刷新

リサイクルタイルカーペット
「ECOS」に4シリーズ新発売

東リ

スミノエ

サ
ン
ゲ
ツ

立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド

業
界
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　

ま
た
重
さ
は
セ
ラ
ミ
ッ

ク
タ
イ
ル
の
４
分
の
１
と

軽
量
で
施
工
性
、
防
滑
性

能
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と

に
加
え
て
、
抗
ウ
イ
ル
ス

性
能
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
登
録
）

も
付
与
す
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
ラ
イ
ム
ス

ト
ー
ン
、
大
理
石
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
人
気
の
素

材
を
表
現
し
た
石
目
調
と

オ
ー
ク
や
ウ
ォ
ル
ナ
ッ

ト
、
古
木
や
グ
レ
イ
ッ
シ

ュ
カ
ラ
ー
な
ど
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
木
目
調
な
ど
計
17

柄
33
ア
イ
テ
ム
を
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。
サ
イ
ズ
は
３
種

類
（
６
０
０
×
６
０
０
ミ

リ
・
６
０
０
×
１
２
０
０

ミ
リ
・
２
０
０
×
１
２
０

０
ミ
リ
）
を
展
開
す
る
。

　

一
方
の
「
Ｇ
Ａ

-

３
６

０
０
」
は
、
既
存
製
品
を

サ
ス
テ
ィ
ブ
バ
ッ
ク
仕
様

に
刷
新
す
る
も
の
。

　

サ
ス
テ
ィ
ブ
バ
ッ
ク
と

シ
リ
ー
ズ
４
配
色
）
を
新

発
売
し
た
。

　
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ｉ
Ｄ

-

４

６
０
０
」
は
同
系
色
の
移

り
変
わ
り
が
貼
り
分
け
た

際
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る

無
地
調
、
石
目
柄
の
シ
リ

ー
ズ
。
ク
ー
ル
で
無
機
質

な
内
装
や
、
暖
か
み
の
あ

る
木
目
調
の
内
装
と
も
合

わ
せ
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ｉ

Ｆ 

デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド 

２
０
２
２
」を
受
賞
し
た
。

同
賞
の
受
賞
は
昨
年
の

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｈ

Ｉ
（
室
礼
）」
に
続
き
２

プ
ロ
ダ
ク
ト
目
と
な
る
。

「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｉ

立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
業

は
、
プ
リ
ー
ツ
ス
ク
リ
ー

ン
「
ペ
ル
レ 

ダ
ブ
ル
」、

「
ホ
ー
ム
タ
コ
ス 

ペ
ル
レ 

ダ
ブ
ル
」、
ハ
ニ
カ
ム
ス

ク
リ
ー
ン
「
ブ
レ
ア 

ぺ

ア
」
を
新
発
売
し
た
。

プ
リ
ー
ツ
ス
ク
リ
ー
ン

「
ペ
ル
レ 

ダ
ブ
ル
」
は
、

25
ミ
リ
幅
に
プ
リ
ー
ツ
し

た
ド
レ
ー
プ
生
地
と
レ
ー

ス
生
地
を
前
後
に
配
置

し
、
生
地
の
切
り
替
え
が

で
き
る
新
タ
イ
プ
の
プ
リ

ー
ツ
ス
ク
リ
ー
ン
。
前
後

の
生
地
は
そ
れ
ぞ
れ
上
げ

下
げ
で
き
、
カ
ー
テ
ン
感

覚
で
使
い
分
け
が
で
き
る

他
、
二
重
構
造
の
た
め
窓

ま
わ
り
の
断
熱
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
「
ホ
ー
ム
タ
コ
ス　

ペ
ル
レ 

ダ
ブ
ル
」
は
、

ホ
ー
ム
タ
コ
ス
シ
リ
ー
ズ

の
電
動
プ
リ
ー
ツ
ス
ク
リ

ー
ン
。「
ペ
ル
レ 

ダ
ブ
ル
」

同
様
、
ド
レ
ー
プ
生
地
と

レ
ー
ス
生
地
を
前
後
に
配

置
し
た
製
品
を
、
リ
モ
コ

ン
や
ス
イ
ッ
チ
で
簡
単
に

操
作
が
で
き
、
手
の
届
か

な
い
高
窓
や
複
数
あ
る
窓

の
操
作
に
活
用
で
き
る
。

さ
ら
に
、
市
販
の
ス
マ
ー

ト
家
電
リ
モ
コ
ン
（
赤
外

線
家
電
リ
モ
コ
ン
）
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
で
の

音
声
操
作
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
外
出

先
か
ら
の
操
作
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
る
。

一
方
の「
ブ
レ
ア 

ペ
ア
」

は
、
断
熱
性
の
高
い
ハ
ニ

カ
ム
（
ハ
チ
の
巣
）
構
造

の
生
地
と
プ
リ
ー
ツ
生
地

（
レ
ー
ス
）
を
上
下
に
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
上

下
の
生
地
の
分
量
を
調
節

す
る
こ
と
で
光
の
量
を
調

節
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｄ

-

４
７
０
０
」
は
自
然

が
描
く
地
層
の
表
情
を
モ

ダ
ン
に
捉
え
た
デ
ザ
イ

ン
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ｉ
Ｄ

-

４
８
０
０
」
は
鉱
物
を
モ

チ
ー
フ
に
キ
ラ
キ
ラ
と
し

た
ミ
ッ
ク
ス
感
を
表
現
し

た
デ
ザ
イ
ン
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｓ 

ｉ
Ｄ

-

４
９
０
０
Ｅ

Ｐ
」
は
水
が
織
り
な
す
さ

ま
ざ
ま
な
姿
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
る
。

は
、
昨
年
秋
に
本
格
稼
働

し
た
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

新
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

を
活
用
し
、
製
品
重
量
の

40
％
以
上
に
リ
サ
イ
ク
ル

チ
ッ
プ
を
採
用
し
た
バ
ッ

キ
ン
グ
材
。
こ
れ
に
よ
り

全
品
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適

合
品
と
な
り
、
今
後
エ
コ

マ
ー
ク
認
定
の
取
得
を
目

指
す
。

　

さ
ら
に
新
柄
（
４
柄
24

ア
イ
テ
ム
）
で
は
、
自
社

紡
糸
に
よ
る
原
着
ナ
イ
ロ

ン
を
採
用
す
る
。

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
は
、
建
築
家

の
隈
研
吾
氏
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
日
本

の
伝
統
美
の
象
徴
で
あ

る
「
カ
ゲ
」
と
「
ヒ
カ
リ
」

を
、
壁
紙
や
床
材
で
表
現

し
た
内
装
材
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、「
カ
ゲ
」
と
「
ヒ
カ
リ
」、

そ
の
中
に
生
ま
れ
る
「
移

ろ
い
」「
揺
ら
ぎ
」「
重
な
り
」

と
い
う
現
象
を
テ
ー
マ
に

デ
ザ
イ
ン
を
発
想
。
日
本

の
伝
統
的
な
素
材
を
用
い

て
、
卓
越
し
た
技
術
者
・

職
人
た
ち
の
匠
の
技
を
駆

使
す
る
こ
と
で
、
商
品
の

見
た
目
だ
け
で
な
く
、
手

触
り
や
奥
行
き
、
空
気
感

を
表
現
し
て
い
る
。

「タフテックタイル」

日本の伝統美を表現

「GA-3600」

「ECOS iD-4600」
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北
海
道

　

８
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
・
教

育
資
格
委
員
会
。
渡
邊
勲
氏

が
出
席
。

　

14
日　

会
計
監
査
。
渡
邊

専
務
理
事
、
五
十
嵐
監
事
、

木
村
監
事
が
出
席
。

　

22
日　

議
案
書
・
総
会
案

内
発
送
。
第
１
回
理
事
会
案

内
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
。

新

潟

　

８
日　

理
事
会
打
合

せ
。
坪
谷
理
事
長
、
事
務

局
が
出
席
。

　

同
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
教

育
資
格
委
員
会
。
坪
谷
理

事
長
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
。

　

20
日　

第
１
回
理
事
会

開
催
。
12
名
が
出
席
（
リ

ア
ル
９
名
、
リ
モ
ー
ト
参

加
３
名
）。

　

同
日　

会
計
監
査
。
監

査
２
名
と
事
務
局
出
席
。

富

山

　

27
日　

定
例
役
員
会
を

　

☆
８
日　

日
装
連
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
会
令
和
３
年
度

通
常
総
会
・
４
月
度
例
会

開
催
。

茨

城

　

19
日　

茨
城
県
職
業
能

力
開
発
協
会
打
合
せ
。
今

年
度
技
能
検
定
に
つ
い

て
、
床
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

事
・
１
級
６
名
２
級
１
名

受
験
。
化
粧
フ
ィ
ル
ム
工

事
・
検
定
な
し
（
人
数
不

足
）。
組
合
よ
り
検
定
委

員
２
名
、
補
佐
員
１
名
を

お
願
い
さ
れ
る
。

　

27
日　

役
員
会
議
開

催
。
白
田
理
事
長
、
小
野

瀬
専
務
理
事
、
事
務
局
山

口
氏
が
出
席
。

栃

木

　

４
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
受
験
申
請
受

付
開
始
（
15
日
ま
で
）。

　

同
日　

ラ
ベ
ル
会
員
・

賛
助
会
員
に
令
和
４
年
度

分
組
合
費
請
求
。

　

５
日　

日
装
連
第

２
１
８
回
理
事
会
（
書
面

議
決
）。
書
面
表
決
書
提

出
。

　

12
日　

栃
装
協
第
49
期

決
算
監
査
会
実
施
。
監
査

役
２
名
、
上
田
理
事
長
、

坪
山
氏
、
関
本
副
理
事
長

立
ち
会
い
。

　

15
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
受
験
申
請
受

付
終
了
。

　

19
日　

栃
装
協
第
49
期

通
常
総
会
の
開
催
案
内

（
５
月
18
日
）
通
知
を
発

送
。

　

20
日　

会
計
事
務
所
へ

第
49
期
決
算
書
提
出
。

　

22
日　

栃
装
協
第
50
期

第
１
回
定
例
役
員
会
開

催
。

　

25
日　

青
年
部
会
員
宛

て
令
和
３
年
度
青
年
部
収

支
報
告
及
び
今
年
度
の
会

費
納
入
に
つ
い
て
の
通
知

発
送
。

　

27
日　

日
装
連
総
務
委

員
会
開
催
。
上
田
理
事
長

が
出
席
。群

馬

　

13
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
受
付
及
び
前

橋
高
等
職
業
訓
練
校
短
期

課
程「
内
装
仕
上
施
工
科
」

申
込
み
。
検
定
委
員
よ
り

８
名
が
出
席
。
<検
定
組

合
受
付
状
況
>
壁
装
作
業

１
級
10
名
２
級
１
名
、
化

粧
フ
イ
ル
ム
１
級
４
名
２

級
５
名
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

系
床
仕
上
げ
１
級
５
名
２

級
１
名
。
合
計
１
級
19
名

２
級
７
名
（
こ
の
他
、
能

開
に
直
接
申
込
み
者
は
化

粧
１
名
プ
ラ
１
名
）。

　

同
日　

決
算
関
係
群
装

協
監
査
会
。青
木
理
事
長
、

青

森

　

19
日　

対
馬
理
事
長
と

事
務
局
に
て
事
業
運
営
打

合
せ
。

　

27
日　

監
事
監
査
実

施
。

岩

手

　

12
日　

２
０
２
２
年
度

第
１
回
理
事
会
、
監
査
会

開
催
。

宮

城

　

11
日　

宮
城
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
来
所
。
決

算
事
務
、
令
和
４
年
度
予

定
に
つ
い
て
。
事
務
局
が

対
応
。

　

22
日　

監
査
会
。
監
事

２
名
が
出
席
。

　

25
日　

技
能
実
技
検
定

打
合
せ
。
備
前
氏
、
木
村

氏
が
出
席
。

　

27
日　

第
１
回
役
員

会
。
役
員
８
名
が
出
席
。

　

28
日　

組
合
員
へ
総
会

案
内
と
議
案
書
を
発
送
。

秋

田

　

14
日　

組
合
事
務
室
で

会
計
監
査
を
実
施
。

　

19
日　

理
事
・
監
事
会

を
組
合
事
務
室
に
お
い
て

９
名
の
出
席
者
で
開
催
。

山

形

　

６
日　

決
算
法
人
説
明

会
。山
口
事
務
員
が
出
席
。

　

８
日　

令
和
３
年
の
会

計
資
料
を
税
理
士
事
務
所

に
提
出
。

　

15
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
受
験
申
請
書

を
県
開
発
協
会
に
持
参
提

出
。

　

19
日　

山
形
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
組
合
担
当

佐
藤
氏
来
所
。
会
計
資
料

提
出
、
総
会
、
納
税
の
相

談
。
事
業
復
活
支
援
金
の

説
明
、
相
談
、
指
導
。

　

26
日　

組
合
会
計
監

査
。
有
賀
監
事
、
武
田
監

事
、山
口
事
務
員
が
出
席
。

　

同
日　

青
年
部
役
員
会

を
開
催
。
武
田
部
長
、
佐

竹
副
部
長
、
星
副
部
長
、

山
口
事
務
員
が
出
席
。

　

28
日　

総
会
資
料
の
内

容
、
野
口
理
事
長
、
山
口

事
務
員
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

宮
田
監
事
、
井
上
監
事
、

事
務
局
が
出
席
。

　

同
日　

群
装
協
三
役

会
・
４
月
度
理
事
会
（
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）。
出

席
者
・
青
木
理
事
長
他
12

名
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
出
席
10
名

計
23
名
、事
務
局
中
川
氏
、

新
井
氏
。

　

17
日　

前
橋
高
等
職
業

訓
練
校
令
和
４
年
度
入
校

式
（
入
校
説
明
会
）
→
時

間
短
縮
・
人
数
調
整
。
賛

助
会
員
と
し
て
青
木
理
事

長
、
講
師
と
し
て
群
装
協

よ
り
４
名
が
出
席
。
短
期

課
程「
内
装
仕
上
施
工
科
」

（
壁
装
４
日
間
・
化
粧
４

日
間
、
プ
ラ
４
日
間
）。

　

22
日　

群
装
協
第
11
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
（
技

能
委
員
会
）組
合
員
対
象
・

無
料
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｌ

ｉ
ｖ
ｅ
配
信
。【
出
席
者
】

化
粧
フ
ィ
ル
ム
実
演
・
渡

邉
氏
。
カ
メ
ラ
、
進
行
・

高
橋
氏
。
青
木
理
事
長
、

倉
持
理
事
、
櫻
井
理
事
、

事
務
局
（
新
井
氏
、
中
川

氏
）。
参
加
者
・
延
べ
35

名
。最
高
瞬
間
視
聴
14
名
。

内
容
・
群
装
協
24
時
。
密

着
？
！
本
職
が
明
か
す
納

め
の
手
口
！
」。

　

27
日　

群
馬
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
会
に

青
木
理
事
長
が
出
席
。

　

28
日　

群
馬
県
中
小
企

業
団
体
青
年
協
議
会
理
事

会
・
通
常
総
会
・
懇
親
会

に
倉
持
理
事
が
出
席
。

埼

玉

　

12
日　

埼
玉
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
令
和
３

年
度
監
査
会
。並
河
監
事
、

大
槻
理
事
長
、
事
務
局
が

出
席
。

　

同
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
情
報
委
員
会
。
間
山

委
員
長
、
田
村
理
事
相
談

に
て
打
合
せ
。

　

同
日　

化
粧
フ
ィ
ル
ム

工
事
作
業
技
能
検
定
試
験

受
験
者
・
商
材
調
査
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
送
信
。

福

島

　

５
日　

県
北
支
部
役
員

会
開
催
。

　

11
日　

県
北
支
部
青
年

部
部
会
兼
観
桜
会
。
６
名

が
参
加
。

　

14
日　

組
合
会
計
監

査
。
名
畑
理
事
長
、
梅
原

専
務
理
事
、
佐
藤
監
事
、

木
村
監
事
、
事
務
局
が
出

席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。

　

22
日　

県
北
支
部
通
常

総
会
開
催
。

役
、
林
理
事
、
事
務
局
が

出
席
。

　

14
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
理
事
会
を
開
催
。
出

席
者
14
名
、欠
席
者
１
名
。

　

15
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
青
年
部
役
員
会
（
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）。
役

員
及
び
各
委
員
会
委
員
長

が
出
席
。

　

19
日　

防
火
壁
装
講
習

会
、
防
炎
業
務
講
習
会
。

53
名
が
受
講
。
講
師
・
嶋

村
副
理
事
長
、宮
澤
理
事
。

　

20
日　

青
年
中
央
会
第

１
回
役
員
会
。
本
木
副
理

事
長
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
。

　

27
日　

資
格
取
得
の
為

の
「
技
能
向
上
講
習
会
」。

講
師
・
髙
橋
紀
利
氏
、
吉

田
武
則
氏
、
折
原
延
佳
氏

（
壁
装
）。
太
田
昌
孝
氏

（
Ｐ
系
床
）。15
名
が
受
講
。

技
能
委
員
・
渡
邉
技
能
委

員
長
、
常
見
理
事
、
熊
坂

理
事
。

　

28
日　

大
槻
理
事
長
組

合
事
務
所
執
務
。

千

葉

　

４
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
受
検
申
請
受

付
開
始
。
４
月
４
日
～
15

日
受
付
（
千
葉
県
職
業
能

力
開
発
協
会
）。

　

８
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
・

教
育
資
格
委
員
会
（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
）。
事
務

局
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
。

　

同
日　

２
０
２
２
年
度

新
規
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
能
者
募
集
開
始
。

千
葉
県
と
し
て
東
京
会
場

を
案
内
。

　

20
日　

臨
時
理
事
会
開

催
。

　

27
日　

千
葉
商
工
会
議

所
建
設
部
会
正
副
部
会

長
、
所
属
議
員
会
議
。
理

事
長
が
出
席
。

東

京

　

６
日　

総
務
委
員
会
を

開
催
。
椎
津
理
事
長
、
池

上
委
員
長
、
目
黒
監
事
、

山
本
監
事
、
事
務
局
４
名

が
出
席
。

　

13
日　

正
・
副
理
事
長

会
を
開
催
（
ハ
イ
ブ
ッ
リ

ト
形
式
）。
椎
津
理
事
長

は
じ
め
副
理
事
長
３
名
、

事
務
局
３
名
が
出
席
。

　

同
日　

４
月
定
例
理
事

会
開
催
（
ハ
イ
ブ
ッ
リ
ト

形
式
）。
理
事
16
名
、
監

事
２
名
、
顧
問
税
理
士
２

名
、事
務
局
３
名
が
参
加
。

　

22
日　

広
報
委
員
会
、

環
境
研
究
会
を
開
催
（
リ

モ
ー
ト
会
議
）。
安
田
委

員
長
以
下
５
名
、
事
務
局

３
名
が
参
加
。

三
多
摩

　

14
日　

企
画
委
員
会
開

催
。
委
員
３
名
、
他
１
名

合
計
４
名
が
出
席
。内
容
・

イ
ン
テ
リ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
ル

Ｖ
ｏ
ｌ
．
４
編
集
会
議
。

　

24
日　

防
火
壁
装
講

習
。
参
加
者
・
１
部
11
名
、

２
部
６
名
合
計
17
名
。

開
催
。

　

同
日　

通
常
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
。

石

川

　

５
日　

三
役
会
を
開

催
。
三
役
４
名
が
出
席
。

　

同
日　

技
能
検
定
受
付

に
伴
う
工
事
部
会
。
工
事

部
７
名
、
技
能
士
会
３
名

が
出
席
。

　

同
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
試
験
受
付
。

受
検
申
込
者
数
・
内
装
仕

上
げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
床
）
１
級
６
名
、
２
級

３
名
、
表
装
（
壁
装
）
１

　

27
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
９
名
、
監
事
１

名
合
計
10
名
が
出
席
。

神
奈
川

　

５
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
入
会
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

７
日　

令
和
４
年
度
総

コ
ン
シ
ス
テ
ム
年
度
更
新

説
明
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
配

信
）。
事
務
局
主
任
参
加
。

　

21
日　

神
装
協
令
和
３

年
度
決
算
会
計
監
査
。
髙

尾
監
事
、
臼
井
監
事
、
渡

邊
専
務
理
事
が
出
席
。

　

27
日　

第
３
９
５
回
理

事
会
を
開
催
（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
）。
福
本
理
事

長
他
12
名
が
出
席
。

山

梨

　

12
日　

令
和
４
年
度
技

能
検
定
申
込
。
受
験
者
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上

げ
１
級
１
名
、
壁
装
作
業

１
級
１
名
、
壁
装
作
業
２

級
３
名
。

　

19
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
理
事
会
開
催
。
桜
井

理
事
長
が
出
席
。

級
10
名
、
２
級
５
名
。
計

24
名
。
※
実
技
試
験
・
令

和
４
年
６
月
19
日
。
学
科

試
験
・
令
和
４
年
８
月
21

日
、28
日
、９
月
４
日
（
職

種
・
級
で
試
験
日
が
異
な

り
ま
す
）。
合
格
発
表
・

令
和
４
年
９
月
30
日
。

　

７
日　

会
計
監
査
。
宮

理
事
長
、西
川
副
理
事
長
、

林
副
理
事
長
、坂
本
監
事
、

西
村
監
事
が
出
席
。

　

20
日　

三
役
会
を
開

催
。
三
役
４
名
が
出
席
。

　

同
日　

第
１
回
理
事
会

開
催
。
理
事
11
名
、
監
事

１
名
、
事
務
局
職
員
１
名

が
出
席
。

　

28
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
に
宮
本
理
事
相
談
役

が
出
席
。福

井

　

１
日　

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
。

　

４
日
～
８
日　

令
和
４

年
度
前
期
技
能
検
定
受
付

期
間
。
９
名
が
参
加
。

　

５
日　

職
能
イ
ベ
ン
ト

等
打
合
せ
。
職
能
２
名
、

事
務
局
が
出
席
。

　

11
日　

福
井
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
打
合
せ
。

中
央
会
南
保
氏
、
滝
呑
事

務
局
が
出
席
。

　

13
日　

福
井
県
技
能
士

会
連
合
会
の
新
規
事
業
の

検
討
会
の
設
置
に
つ
い
て

打
合
せ
。
技
能
士
会
竹
林

氏
、
半
田
氏
、
浜
本
理
事

長
、小
林
事
務
局
が
出
席
。

　

14
日　

ふ
く
い
青
年
中

央
会
令
和
４
年
度
第
１
回

理
事
会
。
西
村
副
理
事
長

が
出
席
。

　

15
日　

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
。

　

20
日　

令
和
３
年
度
第

４
回
定
例
理
事
会
＆
講
演

会
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
伝

統
工
芸
～
和
紙
の
魅
力
と

可
能
性
」。
講
師
・
杉
原

吉
直
氏
。
13
名
が
参
加
。

　

同
日　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
習
会

改
革
推
進
委
員
会
。講
師
・

杉
山
和
彦
氏
（
㈱
日
装
）

９
名
が
参
加
。

　

25
日　

奥
越
支
部
総

会
。
５
名
が
出
席
。

　

27
日　

敦
賀
支
部
総

会
。
５
名
が
出
席
。

　

28
日　

令
和
４
年
度
青

年
中
央
会
通
常
総
会
。
音

青
年
部
長
、
西
村
副
理
事

長
が
出
席
。

　

同
日　

会
計
監
査
。
上

坂
氏
、
内
藤
氏
、
事
務
局

が
出
席
。

　

30
日　

丹
南
支
部
総

会
。
８
名
が
出
席
。

長

野

　

20
日　

ア
ウ
ダ
ス
税
務

会
計
担
当
者
と
大
原
理
事

長
が
令
和
３
年
度
決
算
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。

　

22
日　

長
野
県
中
央
会

令
和
４
年
度
第
１
回
理
事

会
に
大
原
理
事
長
が
出

席
。

　

26
日　

三
役
会
、
理
事

会
及
び
会
計
監
査
会
を
開

催
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

岐

阜

　

８
日　

令
和
３
年
度
会

計
監
査
を
実
施
。
栗
田
監

事
及
び
虫
賀
副
理
事
長
他

２
名
が
出
席
。

　

同
日　

常
任
理
事
会
を

開
催
。
橋
本
理
事
長
他
３

名
が
出
席
。

　

同
日　

岐
装
協
一
人
親

方
理
事
会
開
催
。
橋
本
理

事
長
他
３
名
が
出
席
。

　

13
日　

岐
阜
県
建
設
関

連
業
団
体
部
会
会
計
監

査
。
橋
本
理
事
長
、
中
央

会
職
員
２
名
が
出
席
。

　

18
日　

臨
時
理
事
会
を

開
催
。
橋
本
理
事
長
他
12

名
、
監
事
２
名
が
出
席
。

　

同
日　

第
２
２
６
回
理

事
会
を
開
催
。
橋
本
理
事

長
他
15
名
が
出
席
。

　

27
日　

日
装
連
総
務
委

員
会
に
橋
本
理
事
長
が
出

席
。

静

岡

　

５
日　

２
０
２
１
年
度

決
算
関
係
打
合
せ
。
事
務

局
縣
氏
が
出
席
。

　

８
日　

２
０
２
１
年
度

決
算
関
係
書
類
提
出
及
び

確
認
作
業
。
事
務
局
縣
氏

が
出
席
。

　

12
日　

２
０
２
１
年
度

決
算
に
係
る
監
査
委
員
に

よ
る
監
査
実
施
。
監
査
委

員
圡
屋
孝
氏
、
事
務
局
縣

氏
が
出
席
。

　

14
日　

２
０
２
１
年
度

第
５
回
総
務
委
員
会
開

催
。鷹
尾
理
事
長
他
３
名
、

事
務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

同
日　

２
０
２
１
年
度

第
５
回
理
事
会
開
催
。
＊

総
会
は
、
組
合
役
員
の
み

出
席
、
組
合
員
は
「
書
面

議
決
書
」
に
て
参
加
し
議

決
権
行
使
。
鷹
尾
理
事
長

他
13
名
、
監
査
・
圡
屋
孝

氏
、事
務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

15
日　

２
０
２
２
年
度

技
能
検
定
希
望
者
申
請
届

出
。
表
装
・
壁
装
１
級
８

名
２
級
２
名
合
計
10
名
、

化
粧
フ
ィ
ル
ム
工
事
１
級

３
名
２
級
２
名
合
計
５

名
。
＊
合
計
15
名
の
検
定

受
検
希
望
者
の
申
請
申
込

実
施
。
事
務
局
縣
氏
が
出

席
。

　

19
日　

総
会
に
関
す
る

研
修
会
へ
事
務
局
縣
氏
が

参
加
。

　

20
日　

２
０
２
１
年
度

決
算
関
係
書
類
確
認
作
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鳥

取

　

記
載
事
項
な
し

し
ま
ね

　

８
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
・

教
育
資
格
委
員
会
会
議
。

三
島
理
事
長
が
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
。

　

14
日　

組
合
東
部
支
部

２
０
２
１
年
度
監
査
及
び

役
員
会
開
催
。

　

18
日　

三
役
会
開
催
。

理
事
長
、副
理
事
長
２
名
、

専
務
理
事
、
相
談
役
、
事

務
局
合
計
６
名
出
席
。

　

20
日　

２
０
２
１
年
度

決
算
監
査
。
監
事
２
名
、

事
務
局
が
出
席
。

　

22
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
長
、
副
理
事
２

名
、
専
務
理
事
、
理
事
６

名
、
監
事
２
名
、
事
務
局

合
計
13
名
が
出
席
。

　

26
日　

組
合
青
年
部
２

０
２
１
年
度
監
査
及
び
役

員
会
開
催
。

岡

山

　

１
日　

三
役
会
（
令
和

４
年
１
回
目
）。
協
力
会

員
２
社
の
審
議
を
メ
ー
ル

に
て
行
う
。６
日
に
返
信
、

加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

　

21
日　

第
２
６
９
回
理

滋

賀

　

19
日　

会
計
監
査
、
第

５
回
理
事
会
を
開
催
。

　

21
日　

瀬
田
工
業
高
校

体
験
学
習
会
。開
催
場
所
・

瀬
田
工
業
高
校
（
写
真
別

掲
）。 近

畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

沖

縄

　

４
日
～
15
日　

令
和
３
年

度
前
期
技
能
検
定
の
受
験
受

付
を
行
っ
た
（
職
種
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事

作
業
、
壁
装
作
業
、
化
粧
フ

ィ
ル
ム
工
事
作
業
）。

京

都

　

22
日　

京
都
技
能
士
会

総
会
。

　

27
日　

組
合
理
事
会
を

開
催
。

　

28
日　

令
和
４
年
度
若

年
技
能
者
人
材
育
成
支
援

徳

島

　

８
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
教

育
資
格
委
員
会
。
織
原
理

事
長
が
出
席
（
リ
モ
ー
ト

出
席
）。

　

26
日　

令
和
３
年
度
分

決
算
報
告
書
監
査
。
織
原

理
事
長
他
４
名
が
出
席
。

香

川

　

14
日　

会
計
監
査
１
日

目
。川
真
田
監
事
が
出
席
。

　

19
日　

会
計
監
査
２
日

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

等
事
業
説
明
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
会
議
）。
技
能
士
会
植

松
会
長
が
参
加
。

　

同
日　

京
都
青
年
中
央

会
第
41
回
通
常
総
会
・
第

１
回
Ｃ
Ａ
Ｐ
サ
ミ
ッ
ト
。

奥
理
事
が
出
席
。

大

阪

　

２
日　

第
９
回
Ｏ
Ｓ
Ｋ

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
。
組
合

員
・
賛
助
会
員
26
名
が
参

加
。

　

５
日　

教
育
資
格
委
員

会
開
催
。
長
渡
委
員
長
他

６
名
が
出
席
。

　

11
日　

近
装
連
一
人
親

方
特
別
加
入
共
済
会
年
度

更
新
説
明
会
。
大
家
事
務

局
長
が
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
参

加
。

　

14
日　

青
年
部
会
総
会

開
催
。

　

22
日　

決
算
理
事
会
開

催
。
理
事
13
名
が
出
席
。

兵

庫

　

２
日
、
３
日　

姫
路
技

能
フ
ェ
ス
タ
出
展
。
空
気

清
浄
機
商
品
展
示
。
技
能

士
会
小
物
作
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
。

福

岡

　

１
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
へ
月
次
情

報
連
絡
票
（
３
月
分
）
提

出
。

　

４
日　

日
装
連
日
リ
協

第
19
回
理
事
会
。
福
装
協

か
ら
は
和
田
日
リ
協
理
事

が
出
席
。

　

５
日　

３
月
度
月
次
決

算
書
及
び
年
間
累
決
算
数

字
チ
ェ
ッ
ク
。

　

８
日　

野
田
税
務
会
計

事
務
所
へ
福
装
協
決
算
書

提
出
。
野
田
副
所
長
へ
５

月
19
日
福
装
協
通
常
総
会

時
の
講
習
会
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
の
講
師
の
お
願

い
。

　

12
日　

福
装
協
総
務
委

員
会
（
三
役
会
合
同
）
開

催
。
総
務
委
員
及
び
三
役

全
員
出
席
。

　

16
日　

衆
議
院
議
員
防

衛
副
大
臣
お
に
き
誠
の
政

経
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
村
上
理

事
長
出
席
の
予
定
で
あ
っ

た
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
リ

モ
ー
ト
開
催
に
変
更
。

　

18
日　

福
岡
県
職
業
能

力
開
発
協
会
へ
技
能
検
定

試
験
申
込
用
紙
持
参
し
、

ト
ラ
イ
ア
ル
日
程
等
の
打

合
せ
を
行
う
。
今
年
度
の

技
能
検
定
受
検
者
・
壁
装　

２
級
４
名
、
１
級
16
名
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
１
級
９

名
、
化
粧
フ
ィ
ル
ム
２
級

３
名
、
１
級
６
名
。

　

21
日　

福
装
協
青
年
部

会
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
。
５

組
20
名
が
参
加
。

　

同
日　

福
装
協
青
年
部

会
総
会
開
催
。
出
席
者
18

名
及
び
委
任
状
に
て
開

催
。

　

22
日　

福
装
協
筑
後
支

部
総
会
開
催
。
出
席
者
７

名
及
び
委
任
状
に
て
開

催
。

　

26
日　

福
装
協　

監
事

監
査
～
三
役
会
～
第
１
回

理
事
会
開
催
。理
事
15
名
、

監
事
２
名
が
出
席
。

　

同
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
令
和
４
年

度
第
１
回
理
事
会
。
福
装

協
の
理
事
会
と
重
な
っ
て

い
た
た
め
欠
席
。

　

27
日　

日
装
連
総
務
委

員
会
。
福
装
協
か
ら
は
関

山
総
務
委
員
会
担
当
副
理

事
長
が
出
席
。

　

同
日　

福
岡
地
区
中
小

企
業
団
体
連
合
会
令
和
４

年
度
第
１
回
理
事
会
。
村

上
理
事
長
委
任
状
に
て
欠

席
。

　

同
日　

福
装
協
福
岡
支

事
会
を
、
組
合
事
務
局
に

て
開
催
し
、
理
事
・
監
事

あ
わ
せ
て
13
名
が
出
席
し

た
。

広

島

　

12
日　

総
務
委
員
会
開

催
。
椋
田
委
員
長
ほ
か
３

名
が
出
席
。

　

13
日　

組
合
西
部
地
区

会
。
濱
本
副
理
事
長
ほ
か

16
名
が
出
席
。

　

14
日　

組
合
東
部
地
区

会
。
岡
田
副
理
事
長
ほ
か

11
名
が
出
席
。

　

22
日　

教
育
情
報
委
員

会
（
リ
モ
ー
ト
）。
槇
田

理
事
ほ
か
４
名
が
出
席
。

　

25
日　

三
役
会
を
開

催
。
竹
内
理
事
長
ほ
か
４

名
が
出
席
。

　

同
日　

監
査
会
開
催
。

村
井
監
事
ほ
か
２
名
が
出

席
。

　

27
日　

理
事
会
を
開

催
。
竹
内
理
事
長
ほ
か
18

名
が
出
席
。

山

口

　

16
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
役
員
会
開
催
。
６
名

の
理
事
役
員
が
出
席
。

　

27
日　

日
装
連
総
務
委

員
会
へ
、
古
野
訓
章
理
事

長
が
出
席
。

部
総
会
開
催
。
出
席
者
18

名
及
び
委
任
状
に
て
開

催
。

　

同
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
。
福
装
協
か
ら
は
関

山
常
任
理
事
が
出
席
。

　

同
日　

福
装
協
北
九
州

支
部
ゴ
ル
フ
大
会
～
支
部

総
会
開
催
。
３
組
12
名
が

参
加
。
総
会
・
出
席
者
９

名
及
び
委
任
状
に
て
開

催
。

佐

賀

　

５
日　

理
事
長
・
事
務

局
決
算
打
ち
合
わ
せ

　

14
日　

技
能
検
定
申

込
。

　

15
日　

決
算
監
査
・
第

７
回
理
事
会
開
催
（
総
会

議
案
書
内
容
確
認
）。

　

22
日　

Ｗ
ｅ
ｂ
検
討
委

員
会
・
青
年
部
全
員
会
議

を
開
催
。

　

25
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
ち
合
わ
せ
。

長

崎

　

７
日　

県
中
央
会
に
て

決
算
監
査
を
受
け
る
。
香

月
氏
が
出
席
。

　

12
日　

組
合
監
査
を
開

催
。
三
役
と
監
事
４
名
が

出
席
。

　

19
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
理
事
会
を
開
催
。
理

事
８
名
と
監
事
１
名
が
出

席
。

　

20
日　

令
和
４
年
度
第

47
回
長
崎
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
青
年
部
通
常
総

会
及
び
青
年
部
全
体
会
議

に
小
室
会
長
が
出
席
。

　

27
日　

日
装
連
総
務
委

員
会
に
小
室
理
事
長
が
出

席
。

熊

本

　

８
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
教

育
資
格
委
員
会
。
中
野
理

事
長
が
出
席
。

　

14
日　

熊
装
協
内
装
士

会
会
議
。
幹
事
３
名
が
出

席
。

　

16
日　

熊
本
県
技
能
士

会
連
合
会
意
見
交
換
会
。

中
野
理
事
長
が
出
席
。

　

26
日　

技
能
検
定
外
国

人
実
技
試
験
。
中
野
理
事

長
が
検
定
員
と
し
て
出

席
。

　

27
日　

熊
本
県
技
能
士

会
連
合
会
理
事
会
に
中
野

理
事
長
が
出
席
。

　

28
日　

日
装
連
新
聞
取

材
。
中
野
理
事
長
、
事
務

局
坂
田
氏
が
出
席
。

　

同
日　

熊
装
協
令
和
３

年
度
分
会
計
監
査
会
。
中

野
理
事
長
、
上
田
監
事
、

松
坂
監
事
、顧
問
税
理
士
、

事
務
局
が
出
席
。

大

分

　

５
日　

令
和
３
年
度
決

算
監
事
監
査
会
開
催
。
荒

川
監
事
、
安
部
監
事
、
事

務
局
員
が
出
席
。

　

７
日　

第
１
回
理
事
役

員
会
開
催
。
理
事
役
員
６

名
、
事
務
局
員
が
出
席
。

　

15
日　

令
和
４
年
度
前

期
技
能
検
定
申
請
書
提
出

及
び
実
技
検
定
打
合
せ
。

事
務
局
員
が
出
席
。

　

25
日
、
28
日　

組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
。

宮

崎

　

１
日　

組
合
事
務
所
の

経
理
会
計
ソ
フ
ト
（
出
納

帳
）
に
つ
い
て
の
指
導
。

当
組
合
の
顧
問
税
理
士
、

事
務
局
長
が
出
席
。

　

５
日　

組
合
事
務
所
の

決
算
書
類
作
成
に
つ
い
て

の
指
導
。
当
組
合
の
顧
問

税
理
士
、事
務
局
長
出
席
。

　

７
日　

三
役
会
を
開

催
。
松
本
理
事
長
外
４
名

が
出
席
。

　

16
日　

宮
崎
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
青
年
部
理

事
会
。
藤
原
青
年
部
会
長

外
１
名
が
出
席
。

　

18
日　

会
計
帳
簿
・
書

類
等
点
検
確
認
。
松
本
理

事
長
が
出
席
。

　

19
日　

令
和
３
年
度
決

算
関
係
書
類
等
の
監
査
に

つ
い
て
。
松
本
理
事
長
が

出
席
。

　

同
日　

宮
装
協
令
和
３

年
度
会
計
業
務
監
査
。
川

池
監
事
外
４
名
出
席
。

　

同
日　

２
０
２
２
年
度

【
新
規
】
登
録
内
装
仕
上

工
事
基
幹
技
能
者
講
習
の

案
内
告
知
。

　

22
日　

商
工
青
年
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
宮
崎
令
和
４
年

度
通
常
総
会
に
秦
専
務
理

事
が
出
席
。

　

25
日　

宮
崎
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
令
和
４
年

度
第
１
回
定
例
理
事
会
に

松
本
理
事
長
が
出
席
。

　

26
日　

宮
装
協
令
和
４

年
度
第
１
回
定
例
理
事
会

開
催
。
松
本
理
事
長
外
13

名
が
出
席
。

鹿
児
島

　

15
日　

組
合
監
査
。
監

事
２
名
、事
務
局
長
出
席
。

　

26
日　

組
合
三
役
会
開

催
。
田
中
理
事
長
他
三
役

が
出
席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
田
中
理
事
長
他
理
事

が
出
席
。

業
。事
務
局
縣
氏
が
出
席
。

愛

知

　

７
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
に
鈴
木
理
事

長
が
出
席
。

　

８
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
・

教
育
資
格
委
員
会
（
リ
ア

ル
or
リ
モ
ー
ト
）。
石
田

理
事
が
リ
モ
ー
ト
出
席
。

　

同
日　

予
算
委
員
会
を

開
催
。

　

14
日　

防
炎
業
務
・
防

火
壁
装
講
習
会
。
１
１
７

名
が
受
講
。
防
炎
担
当
講

師
・
山
本
副
理
事
長
、
壁

装
担
当
講
師
・
川
本
理
事
。

　

同
日　

愛
装
協
常
任
理

事
会
。

　

21
日　

第
３
７
４
回
理

事
会
開
催
（
リ
モ
ー
ト
会

議
）。

　

26
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
会
。

鈴
木
理
事
長
が
出
席
。

　

27
日　

愛
知
県
技
能
士

会
連
合
会
理
事
会
。
杉
森

副
理
事
長
が
出
席
。

　

28
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
。
鈴
木
理
事
長
が
出

席
。

三

河

　

７
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
新
聞
編
集
会

議
に
高
柳
理
事
長
が
出

席
。

　

26
日　

理
事
会
を
開
催
。

三

重

　

12
日　

第
３
４
４
理
事

会
を
開
催
。
理
事
５
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
１
名

計
８
名
が
出
席
。

　

11
日　

三
役
会
を
開

催
。

　

15
日　

令
和
３
年
度
決

算
監
査
。
岩
上
監
査
役
・

石
田
監
査
役
に
よ
り
令
和

３
年
度
決
算
内
容
監
査
。

　

20
日　

理
事
会
を
開

催
。

奈

良

　

13
日　

京
都
防
炎
協
会

青
山
氏
来
訪
。
防
炎
協
会

の
規
定
変
更
の
案
内
。

　

18
日　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

次
世
代
委
員
会
開
催
。
山

口
理
事
が
出
席
。

　

25
日　

会
計
監
査
。
平

郡
理
事
長
、乾
副
理
事
長
、

安
田
副
理
事
長
、
播
専
務

理
事
、
池
田
監
査
、
辻
本

監
査
、
事
務
局
が
出
席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
平
郡
理
事
長
、
乾
副

理
事
長
、安
田
副
理
事
長
、

播
専
務
理
事
、水
田
理
事
、

藤
井
理
事
、
城
野
理
事
、

山
口
理
事
、
松
下
理
事
、

山
口
（
恵
）
理
事
、
池
田

監
査
、
辻
本
監
査
、
事
務

局
が
出
席
。

和
歌
山

　

７
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
新
聞
編
集
会

議
に
浦
口
副
理
事
長
が
出

席
。

　

15
日　

令
和
４
年
度
講

習
会
、
第
48
回
総
会
開
催

会
場
打
合
せ
。土
居
理
事
、

事
務
局
が
出
席
。

　

18
日　

日
装
連
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
第
43
回
青
年
部
・

次
世
代
委
員
会
。
谷
本
理

事
が
出
席
。

　

26
日　

令
和
４
年
度
第

１
回
Ｗ
．
Ｉ
．
Ｄ
．
Ａ
．

青
年
部
会
議
。
出
席
者
・

東
端
青
年
部
長
、
松
岡
副

部
長
、
谷
本
理
事
、
畑
理

事
、
松
坂
理
事
、
小
比
賀

（
岳
）
氏
、
井
戸
氏
（
オ

ン
ラ
イ
ン
）。

　

27
日　

定
例
理
事
会
を

開
催
。
早
水
理
事
長
、
浦

口
副
理
事
長
、
山
本
副
理

事
長
、
東
端
専
務
理
事
、

安
中
理
事
、
尾
石
理
事
、

谷
本
理
事
、
土
居
理
事
、

畑
理
事
、
松
坂
理
事
、
事

務
局
が
出
席
。

目
。
藤
井
理
事
長
、
秋
山

監
事
が
出
席
。

　

21
日　

第
３
４
４
回
理

事
会
開
催
。
藤
井
理
事
長

他
13
名
が
出
席
。

愛

媛

　

14
日　

総
務
組
織
委
員

会
、
理
事
会
開
催
。

　

16
日　

技
能
検
定
壁
装

検
定
台
作
成
打
ち
合
わ

せ
。

　

19
日　

組
合
事
務
局
役

職
員
講
習
会
。

高

知

　

９
日　

防
火
壁
装
標
準

施
工
資
格
講
習
会
を
開

催
。
11
名
が
参
加
。

　

同
日　

幡
多
・
高
知
支

部
会
懇
親
会
。
小
川
幡
多

支
部
長
他
12
名
が
出
席
。

　

12
日　

定
例
四
役
会
を

開
催
。
久
保
理
事
長
他
３

名
が
出
席
。

　

19
日　

定
例
理
事
会

（
中
止
）。

滋
賀
組
合
21
日
　
瀬
田
工
業
高
校
体
験
学
習
会
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観
測
史
上
は
じ
め
て
最

大
震
度
７
を
２
回
計
測
し

た
熊
本
地
震
。
も
っ
と
も

揺
れ
が
大
き
か
っ
た
益
城

町
で
は
多
く
の
家
屋
が
倒

壊
、
ま
た
熊
本
の
象
徴
で

あ
る
熊
本
城
は
石
垣
が
崩

落
す
る
な
ど
大
き
な
被
害

が
発
生
し
た
。

　

２
０
１
６
年
４
月
14

日
、
お
よ
び
16
日
の
地
震

発
生
か
ら
約
６
年
、
阿
蘇

大
橋
な
ど
の
震
災
遺
構
が

爪
痕
を
残
す
中
、
熊
本
城

は
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
復
旧
作
業
が
進
ん

で
お
り
、
熊
本
県
民
の
生

活
は
以
前
の
状
況
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
は
組
合

事
業
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
全

国
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
大
規
模
災
害

に
備
え
る
た
め
の
教
訓
と

し
て
、
今
回
は
熊
本
組
合

の
中
野
秀
喜
理
事
長
、
事

務
局
の
坂
田
明
子
さ
ん
に

震
災
当
時
の
組
合
の
状
況

や
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
、
震
災
後
の
組

合
の
変
化
な
ど
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
い
た
。

　
「
自
宅
が
益
城
町
の
す

ぐ
近
く
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
震
度
７
近
く
の
揺
れ

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

二
回
目
の
本
震
の
揺
れ
は

凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
一
回
目
の
地
震
の

あ
と
に
自
宅
に
戻
り
、
余

震
に
備
え
て
靴
を
す
ぐ
近

く
に
準
備
し
な
が
ら
家
族

　

今
回
の
震
災
に
よ
っ
て

改
め
て
組
合
の
存
在
意
義

を
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
中
野
理
事
長
。

　
「
こ
の
大
切
な
組
合
を

次
の
世
代
に
残
し
て
い
く

の
は
我
々
世
代
の
役
割
で

す
。
こ
の
震
災
を
き
っ
か

け
に
若
い
世
代
の
人
た
ち

に
イ
ン
テ
リ
ア
の
仕
事
の

魅
力
、
そ
し
て
組
合
の
存

在
意
義
を
伝
え
て
い
く
事

業
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
思
い
か
ら
、

震
災
か
ら
一
年
後
の
２
０

１
７
年
に
開
始
し
た
の

が
、
県
立
熊
本
工
業
高
校

イ
ン
テ
リ
ア
科
へ
の
出
前

　

そ
の
中
で
事
務
局
が
機

能
を
取
り
戻
し
た
の
は
震

災
か
ら
約
２
週
間
後
の
こ

と
。
事
務
所
内
は
棚
が
倒

れ
物
が
散
乱
す
る
ひ
ど
い

状
態
だ
っ
た
が
、
復
旧
初

日
に
賛
助
会
員
の
メ
ー
カ

ー
や
問
屋
が
駆
け
つ
け
片

付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
。
片
付
け
が
終
わ
れ
ば

業
務
も
復
旧
で
き
、
ラ
ベ

ル
発
行
作
業
も
可
能
に
な

る
な
ど
少
し
ず
つ
日
常
に

戻
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
「
事
務
局
が
復
旧
し
て

か
ら
は
、
組
合
員
と
の
連

地
震
が
少
な
く
、
災
害
時

の
準
備
が
ま
っ
た
く
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
水
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
水

の
備
蓄
だ
け
は
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
」

　

そ
う
し
た
厳
し
い
避
難

生
活
に
あ
っ
て
、
や
は
り

気
に
な
る
の
は
組
合
員
の

状
況
だ
っ
た
。
事
務
局
機

能
が
マ
ヒ
し
て
い
る
状
況

下
で
も
、
中
野
理
事
長
は

坂
田
さ
ん
と
連
絡
を
取
り

合
い
組
合
員
の
安
否
確
認

を
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
幸
い
に
し
て
人
的
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
組
合
員
の
半
数
が
自

宅
や
事
務
所
が
損
壊
す
る

な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で

も
、
避
難
生
活
が
終
わ
っ

て
か
ら
は
、
復
旧
に
向
け

た
修
繕
工
事
で
多
忙
を
極

め
、
日
常
を
取
り
戻
す
ま

で
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
多
く
の
組

合
員
が
組
合
事
業
ど
こ
ろ

で
は
な
い
状
態
が
半
年
以

上
続
き
ま
し
た
」

絡
も
取
り
や
す
く
な
り
ま

し
た
し
、
あ
と
は
事
務
局

が
中
心
に
な
っ
て
諸
々
の

作
業
に
対
応
し
て
く
れ
ま

し
た
。被
災
し
た
こ
と
で
、

改
め
て
事
務
局
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
ね
」

　

そ
う
し
た
諸
々
の
作
業

の
一
つ
と
し
て
、
組
合
員

に
非
常
に
喜
ば
れ
た
の
が

「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ

施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事

業
」（
グ
ル
ー
プ
補
助
金
）

へ
の
対
応
だ
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
補
助
金
は
、

組
合
な
ど
の
中
小
企
業
グ

全
員
で
就
寝
し
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
ま
さ
か
の
本
震

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
幸
い

全
員
無
事
で
し
た
が
、
二

回
目
の
本
震
に
よ
っ
て
自

宅
は
半
壊
し
て
し
ま
い
ま

し
た
」
と
地
震
当
時
の

生
々
し
い
状
況
を
語
る
の

は
中
野
秀
喜
理
事
長
だ
。

　

そ
の
後
、
避
難
所
と
な

っ
た
学
校
の
校
庭
に
自
家

用
車
を
停
め
、
家
族
と
と

も
に
車
中
で
一
週
間
近
い

避
難
生
活
を
送
る
こ
と
と

な
っ
た
そ
う
だ
。

　

一
方
、
事
務
局
の
坂
田

さ
ん
は
、
震
災
後
か
ら
義

姉
の
家
に
身
を
寄
せ
、
こ

ち
ら
も
約
一
週
間
の
避
難

生
活
を
送
っ
た
。
水
道
が

完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
飲
水

に
も
困
る
中
、
湧
き
水
を

何
度
も
汲
み
に
い
っ
た
と

い
う
。

　
「
こ
れ
ま
で
熊
本
で
は

授
業
だ
っ
た
。

　
「
学
校
へ
出
向
き
座
学

や
施
工
実
習
を
行
っ
た

り
、
福
岡
の
サ
ン
ゲ
ツ
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
に
バ
ス
ツ
ア

ー
を
し
た
り
、
毎
年
い
ろ

い
ろ
な
形
で
高
校
生
に
イ

ン
テ
リ
ア
の
啓
蒙
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
出
前
授
業
を
き
っ

か
け
に
卒
業
生
が
組
合
員

の
会
社
、
あ
る
い
は
取
引

先
の
建
築
会
社
に
入
社
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
な
ど

着
実
に
成
果
が
現
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
。

　

今
後
は
イ
ン
テ
リ
ア
デ

コ
レ
ー
タ
ー
を
対
象
と
す

る
事
業
も
計
画
中
で
、
広

く
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
、
そ

し
て
組
合
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る

事
業
を
実
施
し
て
い
く
考

え
だ
。

　
「
震
災
を
乗
り
越
え
た

こ
と
で
、
組
合
の
団
結
力

は
一
層
強
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
挑
戦
す
れ

ば
何
で
も
で
き
る
と
い
う

自
信
も
つ
き
ま
し
た
。
組

合
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
カ

ー
・
問
屋
と
も
一
緒
に
な

っ
て
、
こ
の
業
界
が
よ
く

な
る
こ
と
を
考
え
、
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
語
る
中
野
理

事
長
で
あ
っ
た
。

ル
ー
プ
が
復
興
事
業
計
画

を
作
成
し
県
の
認
定
を
受

け
る
と
、
所
属
組
合
員
の

施
設
・
設
備
（
事
務
所
）

の
復
旧
に
か
か
る
費
用
を

補
助
（
補
助
率
３
／
４
）

し
て
く
れ
る
制
度
で
あ

る
。
事
業
所
が
被
災
し
た

組
合
員
は
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
復
旧
を
行
っ
た
。

　
「
私
自
身
も
グ
ル
ー
プ

補
助
金
を
活
用
し
ま
し
た

が
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

こ
そ
、
組
合
に
所
属
し
て

い
る
意
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
、
熊
本
地
震

を
き
っ
か
け
に
創
設
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
補
助
金
は
、

そ
の
後
全
国
で
発
生
す
る

大
規
模
災
害
に
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

万
一
に
備
え
て
頭
に
入
れ

て
お
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
、
中
野
理
事

長
が
今
回
の
震
災
で
組
合

の
存
在
意
義
を
強
く
感
じ

た
の
が
、
全
国
の
組
合
員

と
の
つ
な
が
り
だ
っ
た
。

　
「
日
装
連
を
通
じ
て
、

全
国
か
ら
多
額
の
義
援
金

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
組
合

員
に
均
等
に
分
配
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
金

銭
面
だ
け
で
な
く
、
気
持

ち
の
面
で
も
と
て
も
心
強

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
全
国
か
ら
多
く
の
励

ま
し
の
言
葉
を
も
ら
い
ま

し
た
し
、
全
国
規
模
の
価

値
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
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